
学校コード Ｆ146310111653

設置年度 平成 ３１年度

計画の区分： 学部の設置

第一工科大学 航空工学部 航空工学科 （必要がある場合）○○専攻

　　　職名・氏名 教学課
キョウガクカ

　中津
ナ カツ

　正博
マサヒロ

　　　電話番号　　 ０９９５－４５－０６４０

　　　（夜間）　　 ０９０－２０８２－７７９９

　　　ｅ－mail　　 　kyoumu4@daiichi-koudai.ac.jp

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　　　・大学の設置の場合：「○○大学」

　　　　　https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

　　　　　なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

　　　　　・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

　　　　　当該番号を記載してください。

　　担当部局（課）名

　　　　　・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　例）　○○大学　△△学部　□□学科

　　　　　　　　　　　　（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

届出

令和４年５月１日現在 
学校法人都築教育学園　　　

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

　　　　　　　　　　　　　　　注１

注３

注2
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＜航空工学科＞
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ ツヅキ　ミキエ ）

都築　美紀枝

（平成１４年８月）

（ ヨシタケ　タケト ） （ ツヅキ　アスカ ）

吉武　毅人 都築　明寿香

（平成２０年２月） （令和２年７月）

（ オカダ　ミツル ）

岡田　充

（平成３１年４月）

（ ノダ　シンジ ） （シマトウ　チカラ）

野田　晋二 島藤　　力

（平成３１年４月） （令和４年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人都築教育学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　第一工科大学

　　　　鹿児島県霧島市国分中央１丁目１０番２号

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　〒８９９－４３９５

（３） 調査対象大学等の位置

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学科長等

学　　長

職　　名

変更理由：交代のため
変更年月日：令和４年４月１日
報告年度：（４）

変更理由：辞任のため
変更年月日：令和２年７月１日
報告年度：（３）
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を

　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、

　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　航空工学部

　　　航空工学科

　学士（工学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 60人 － 60人 － 60人 － 60人 －

61 102 97 81

(　 　) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ ０ ] [ 　 ] [ ４ ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ]

55 97 91 76

(　 　) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ ４ ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ]

50 75 70 58

(　 　) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ ４ ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ]

28 49 38 36

(　 　) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　) ( － ) (　 　)

[ 　 ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ ２ ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ] [ － ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

0.63倍 ―　　倍

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

(　－ 　) (　－ 　)

0.46 0.81

(　－ 　)

[ 　18　 ]

学位又は学科の
分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

学生募集の停
止について

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

合格者数

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

工学関係
年次

編入学定員 収容定員
備　考

4 60 240

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

0.60

(　－ 　)

[ 　18　 ]

0.63

[ 　　　 ]

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

[ 　18　 ] [ 　18　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

28 49 38 36

[　 　] [　 　] [　－　] [　 　] [　2　] [　 　] [　－　] [　 　] [　－　] [　 　]

（　　） （　　） （ － ） （　　） （ － ） （　　） （ － ） （　　）

25 49 37

[　　 ] [　 　] [　－　] [　 　] [　2　] [　 　] [　－　] [　 　]

（　　） （　　） (　－　） （　　） （ － ） （　　） （ － ） （　　）

25 47

[　　 ] [　 　] [　－　] [　 　] [　2　] [　 　]

（　　） （　　） (　－　） （　　） （ － ） （　　）

25

[　　 ] [　 　] [　－　] [　 　]

（　　）（　　）(　－　）（　　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和２年度

（　　－　　）

112

令和４年度令和３年度

[　　２　　 ]

１年次

２年次

３年次

（　　－　　）（　　　　 ） （　 － 　 ） （　　－　　）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考

28 74 145

[　　　 　] [ 　－  　] [　　２　　 ] [　　２　　 ]

４年次

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 3 人 人 進路変更（1人）、他学部への転学（1名）、その他（1名）

令和２年度 0 人 0 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 2 人 人 進路変更（1人）、その他（1名）

令和３年度 1 人 人 進路変更（1人）

平成３０年度 人 人

令和元年度 0 人 0 人

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

令和４年度 0 人 0 人

6 人 6 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 28

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 3
令和２年度の在学者数（ｂ） 74

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 3
令和３年度の在学者数（ｂ） 112

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 145

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

人令和２年度 74

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

0人28 人

3

合　　計

人

令和３年度 112 人 3 人

人令和４年度 145 人 0

=

=

=

=

=

=

=

= = 0 ％

2.67 ％=

#DIV/0! ％

0 ％

4.05 ％
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

1後 2 1 3前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 4 2 1前 2 2

1後 4 1 1後 4 2

1後 4 2 1前 2 1

1後 4 1 1後 4 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 4 1 2 1前 2 1 2

2前 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3後 1 1 3後 1 1 1

1後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1前 2 1 1後 2 1

1前 2 1 3 1前 2 1 3

1後 4 1 3 1後 2 1 3

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

3前 2 1 1 3前 2 1 2

3後 2 1 1 3後 2 1 1

2・3・4 2 1 1 2・3・4 2 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1

1後 1 1

2前 1 1

1前 2 1

１後 2 1

１通 4 2 １通 2 1

2通 4 1 2通 2 1

1前 1 1 1 1前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

1・2・3 1 1

3・4 2 1 3・4 1 1

1・2・3 2 1 1・2・3 1 1

1・2・3・4 2 1

1・2・3・４ 2 1

3前 2 1 2 3前 2 1 1 1

3前 2 1

- 18 85 0 4 1 1 0 0 10 - 18 80 0 3 1 1 1 0 15

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

２　授業科目の概要

＜航空工学部　航空工学科＞

プログラミング入門Ⅱ

情報リテラシー

コンピューターリテラシー

共
通
総
合
教
育
科
目

共
通
総
合
教
育
科
目

ＡＩと社会

データサイエンス入門Ⅰ

データサイエンス入門Ⅱ

プログラミング入門Ⅰ

科目
区分

授業科目の名称

現代社会の諸相 現代社会の諸相

日本国憲法 日本国憲法

法学 法学

体育実技Ⅰ 体育実技Ⅰ

体育実技Ⅱ 体育実技Ⅱ

政治と文化

世界の地理と歴史 世界の地理と歴史

やさしい哲学

現代社会に生きる倫理

工学基礎数学 基礎微分積分学

微分積分学 微分積分学

工業数学 工業数学

情報メディアの活用 情報メディアの活用

修学基礎 修学基礎

数学入門 基礎数学

経営学総論 経営学総論

技術と経営 技術と経営

マーケティング論 マーケティング論

確率論・統計学

応用統計学

技術者倫理 技術者倫理

化学入門

高分子化学

幾何学

応用微分積分 応用微分積分

線形代数 線形代数

基礎物理 基礎物理

総合英語Ⅰ Basic  English　Ⅰ

総合英語Ⅱ Basic  English　Ⅱ

英会話入門 英会話入門

産業と人間 リーダーシップ論

英語入門演習 Freshman English Ⅰ

実用英語 Freshman English Ⅱ

継続的改善の進め方Ⅰ

継続的改善の進め方Ⅱ

べンチャービジネス論

異文化交流Ⅱ

基礎ドイツ語

ドイツ語

ビジネス英語Ⅱ ビジネス英語Ⅱ

技術英語

異文化交流Ⅰ

基礎英会話 基礎英会話

実用英会話 実用英会話

ビジネス英語Ⅰ ビジネス英語Ⅰ

地域企業インターンシップ 地域企業インターンシップ

地域社会貢献活動

地域貢献演習

コミュニケーション技術Ⅱ コミュニケーション技術Ⅱ

インターシップ(事前指導）

インターンシップ インターンシップ

日本語講座Ａ 日本語講座Ⅰ

日本語講座Ｂ 日本語講座Ⅱ

コミュニケーション技術Ⅰ コミュニケーション技術Ⅰ

就業力演習 就業力演習

べンチャービジネス論

小計（４７科目） 小計（52科目）

5



【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 1 1 1前 1 1

1前 4 2 1前 4 2

1後 4 1 1後 4 1

1後 4 2 1後 4 2

1後 4 1 1後 4 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 4 1 2 1前 4 1 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1

3後 1 1 3後 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 3 1前 2 1 4

1後 4 1 3 1後 4 1 4

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 1 3後 2 1 1

2・3・4 2 1 1 2・3・4 2 1 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

１後 2 1 １後 2 1

１通 4 2 １通 4 2

2通 4 1 2通 4 1

1前 1 1 1 1前 1 1 1

3後 1 1 3後 1 1

1・2・3 1 1 1・2・3 1 1

3・4 2 1 3・4 2 1

1・2・3 2 1 1・2・3 2 1

1・2・3・4 2 1 1・2・3・4 2 1

1・2・3・４ 2 1 1・2・3・４ 2 1

3前 2 1 2 3前 2 2

3前 2 1 3前 2 1

- 18 85 0 4 1 1 0 0 10 - 18 83 0 4 1 1 0 0 11

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

技術と経営 技術と経営

マーケティング論 マーケティング論

情報メディアの活用 情報メディアの活用

日本国憲法 日本国憲法

法学 法学

経営学総論 経営学総論

体育実技Ⅱ 体育実技Ⅱ

政治と文化 政治と文化

現代社会の諸相 現代社会の諸相

共
通
総
合
教
育
科
目

世界の地理と歴史

やさしい哲学 哲学入門

現代社会に生きる倫理 現代の哲学

体育実技Ⅰ 体育実技Ⅰ

線形代数 線形代数

基礎物理 基礎物理

化学入門 基礎化学

微分積分学 微分積分学

工業数学 工業数学

応用微分積分 応用微分積分

修学基礎 修学基礎

数学入門 基礎数学

工学基礎数学 基礎微分積分学

総合英語Ⅱ 総合英語Ⅱ

英会話入門 英会話入門

基礎英会話 基礎英会話

英語入門演習 英語入門演習

実用英語 実用英語

総合英語Ⅰ 総合英語Ⅰ

高分子化学

技術者倫理 技術者倫理

産業と人間 産業と人間

日本語講座Ｂ 日本語講座Ｂ

コミュニケーション技術Ⅰ コミュニケーション技術Ⅰ

コミュニケーション技術Ⅱ コミュニケーション技術Ⅱ

基礎ドイツ語 基礎ドイツ語

ドイツ語 ドイツ語

日本語講座Ａ 日本語講座Ａ

実用英会話 実用英会話

ビジネス英語Ⅰ ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ ビジネス英語Ⅱ

べンチャービジネス論 べンチャービジネス論

小計（４７科目） 小計（４６科目）

地域社会貢献活動 地域社会貢献活動

地域貢献演習 地域貢献演習

就業力演習 就業力演習

インターシップ(事前指導） インターシップ(事前指導）

インターンシップ インターンシップ

地域企業インターンシップ 地域企業インターンシップ

共
通
総
合
教
育
科
目

世界の地理と歴史
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【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

1後 2 1

1前 2 1

3前 2 1

2前 1 1

2後 1 1

1前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1前 2 1

2前 2 1

2後 2 1

1前 1 1

1前 2 2

1後 4 2

1前 2 1

1後 4 1

1後 2 1

1後 2 1

1前 2 1 2

2後 2 1

2前 2 1

2後 2 1

3後 1 1 1

1後 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 2 1

1前 2 1 3

1後 2 1 3

2前 2 1 1

2後 2 1 1

3前 2 1 2

3後 2 1 1

2・3・4 2 1

2前 2 1 1

2後 2 1

3前 2 1

1後 1 1

2前 1 1

１通 2 1

2通 2 1

1前 1 1

3後 1 1

3・4 1 1

1・2・3 1 1

3前 2 1 1 1

- 18 78 0 3 1 1 1 0 15

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

基礎物理

幾何学

確率論・統計学

応用統計学

基礎数学

基礎微分積分学

微分積分学

工業数学

応用微分積分

線形代数

法学

経営学総論

技術と経営

マーケティング論

修学基礎

体育実技Ⅰ

体育実技Ⅱ

現代社会の諸相

日本国憲法

日本語講座Ⅰ

日本語講座Ⅱ

コミュニケーション技術Ⅰ

コミュニケーション技術Ⅱ

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

技術英語

異文化交流Ⅰ

異文化交流Ⅱ

Freshman English Ⅱ

Basic  English　Ⅰ

Basic  English　Ⅱ

英会話入門

基礎英会話

実用英会話

技術者倫理

継続的改善の進め方Ⅰ

継続的改善の進め方Ⅱ

べンチャービジネス論

リーダーシップ論

Freshman English Ⅰ

小計（51科目）

インターンシップ

地域企業インターンシップ

就業力演習

共
通
総
合
教
育
科
目

ＡＩと社会

データサイエンス入門Ⅰ

データサイエンス入門Ⅱ

プログラミング入門Ⅰ

プログラミング入門Ⅱ

情報リテラシー

コンピューターリテラシー

世界の地理と歴史
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 1 1 2後 2 1 1

2後 2 1 3前 2 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 2 2後 2 2

1前 2 1 1 1前 2 2

1後 2 1 1 1後 2 2

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 2 1

1前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 8 23 0 4 1 1 0 0 5 － 8 23 0 3 1 0 0 0 6

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 2 1 1後 2 2 1 1

2後 2 2 2後 2 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4前 2 2

1前 2 2 1前 2 1

3後 2 2 3後 2 2 1

3後 4 1 1 3後 2 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 1 3前 2 2

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 2 2前 1

2後 2 1 2後 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 2 3前 2 2

3後 2 1 3後 2 2

3前 2 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 2

1・2・3・4 2 1 1・2・3・4 2 1 1

4後 2 1

3前 1 4 3

3後 1 4 3

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

4前 1 1

3後 1 1

3後 1 1

3前 1 1

4前 1 1

2通 3 1

2後 2 1

3後 2 1

4前 2 1

1後 2 1

2後 2 1

－ 2 83 0 6 2 0 0 0 14 － 2 69 0 8 4 0 1 0 10

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

材料力学 材料力学

熱力学基礎 熱力学基礎

熱力学 熱力学

機械力学

流体力学基礎 流体力学基礎

流体力学 流体力学

材料力学基礎 材料力学基礎

兼
任
・
兼
担

工
学
基
礎
科
目

工
学
基
礎
科
目

工業力学基礎

工業力学

機械力学基礎 機械力学基礎

機械力学

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

情報リテラシー

ネツトワークコンピュータ ネツトワークコンピュータ

小計（１６科目） 小計（１６科目）

統計学 統計学

統率論 統率論

コンピュータリテラシー

電磁気学基礎 電磁気学基礎

電磁気学 電磁気学

微分方程式 微分方程式

電子回路基礎 電子回路基礎

電子回路 電子回路

電子計測基礎 電子計測基礎

航空機システム 航空機システム

電気回路基礎 電気回路基礎

電気回路 電気回路

飛行力学と制御 飛行力学と制御

航空宇宙材料 航空宇宙材料

航空機構造力学 航空機構造力学

専
門
基
礎
科
目

航空機構造

航空力学基礎 航空力学基礎

航空力学 航空力学

空気力学 空気力学

システム工学 システム工学

信頼性工学 信頼性工学

機械要素設計 機械要素設計

航空機計器 航空機計器

機械制御 機械制御

事故と安全 事故と安全

電子計測 電子計測

通信工学基礎 通信工学基礎

通信工学 通信工学

航空英語Ⅰ 航空英語Ⅰ

航空英語Ⅱ 航空英語Ⅱ

産業・地域研究 産業・地域研究

ＣＡＤ演習Ⅱ ＣＡＤ演習Ⅱ

推進工学 推進工学

ジェットエンジン ジェットエンジン

航空基礎製図 航空基礎製図

ＣＡＤリテラシー ＣＡＤリテラシー

ＣＡＤ演習Ⅰ ＣＡＤ演習Ⅰ

建築工学基礎概論 建築工学基礎概論

木材加工（含製図・実習）

金属加工（含製図・実習）

機械工学基礎概論 機械工学基礎概論

電気工学基礎概論 電気工学基礎概論

土木工学基礎概論 土木工学基礎概論

職業指導

航空機の運航と安全確認Ⅰ

航空機の運航と安全確認Ⅱ

総合演習応用

救命生存法

ドローン工学概論

情報とコンピュータ（含実習）

介護福祉概説

総合演習基礎

機械（含実習）

電気（含実習）

栽培（含実習）

小計（４５科目） 小計（４０科目）

専
門
基
礎
科
目

航空機構造
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【令和元年度】 【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 2 2後 2 2

1前 2 1 1 1前 2 1 1

1後 2 1 1 1後 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

－ 8 23 0 5 1 0 0 0 5 － 8 27 0 5 1 0 0 0 6

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 2 1後 2 2

2後 2 2 2後 2 2

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

1前 2 2 1前 2 2

3後 2 2 3後 2 2

3後 4 1 3後 4 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 1 2後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 2 2 3前 2 2

3後 2 2 3後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1・2・3・4 2 1 1・2・3・4 2 1

4後 2 1 4後 2 1

3前 1 2 4

3後 1 2 4

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

4前 1 1 4前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3前 1 1 3前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

2通 3 1 2通 3 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 4前 2 1

－ 2 83 0 7 0 0 0 0 14 － 2 85 0 7 5 0 0 0 14

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

工
学
基
礎
科
目

工
学
基
礎
科
目

工業力学基礎

工業力学

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

熱力学基礎 熱力学基礎

熱力学 熱力学

電磁気学基礎 電磁気学基礎

流体力学 流体力学

材料力学基礎 材料力学基礎

材料力学 材料力学

機械力学基礎 機械力学基礎

機械力学 機械力学

流体力学基礎 流体力学基礎

ネツトワークコンピュータ ネツトワークコンピュータ

小計（１６科目） 小計（１８科目）

専
門
基
礎
科
目

航空機構造

専
門
基
礎
科
目

航空機構造

航空力学基礎 航空力学基礎

統率論 統率論

コンピュータリテラシー コンピュータリテラシー

情報リテラシー 情報リテラシー

電磁気学 電磁気学

微分方程式 微分方程式

統計学 統計学

電気回路基礎 電気回路基礎

電気回路 電気回路

電子回路基礎 電子回路基礎

航空宇宙材料 航空宇宙材料

航空機構造力学 航空機構造力学

航空機システム 航空機システム

航空力学 航空力学

空気力学 空気力学

飛行力学と制御 飛行力学と制御

機械制御

事故と安全 事故と安全

システム工学 システム工学

通信工学基礎 通信工学基礎

通信工学 通信工学

航空機計器 航空機計器

電子回路 電子回路

電子計測基礎 電子計測基礎

電子計測 電子計測

推進工学

ジェットエンジン ジェットエンジン

航空英語Ⅰ 航空英語Ⅰ

ＣＡＤリテラシー ＣＡＤリテラシー

ＣＡＤ演習Ⅰ ＣＡＤ演習Ⅰ

ＣＡＤ演習Ⅱ ＣＡＤ演習Ⅱ

信頼性工学 信頼性工学

機械要素設計 機械要素設計

航空基礎製図 航空基礎製図

電気工学基礎概論

土木工学基礎概論 土木工学基礎概論

建築工学基礎概論 建築工学基礎概論

航空機の運航と安全確認Ⅰ

航空機の運航と安全確認Ⅱ

機械工学基礎概論 機械工学基礎概論

航空英語Ⅱ 航空英語Ⅱ

産業・地域研究 産業・地域研究

職業指導 職業指導

介護福祉概説

総合演習基礎 総合演習基礎

総合演習応用 総合演習応用

電気（含実習） 電気（含実習）

栽培（含実習） 栽培（含実習）

情報とコンピュータ（含実習） 情報とコンピュータ（含実習）

木材加工（含製図・実習） 木材加工（含製図・実習）

金属加工（含製図・実習） 金属加工（含製図・実習）

機械（含実習） 機械（含実習）

小計（４５科目） 小計（４７科目）

介護福祉概説

電気工学基礎概論

推進工学

機械制御
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【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1

2前 2 1

2後 2 1 1

3前 2 2 1

3前 2 1

3後 2 1

1後 2 1

2前 2 1

2前 2 2

2後 2 2

1前 2 2

1後 2 2

2前 2 1

2後 2 1

1後 1 1

3前 2 1

－ 8 23 0 3 1 0 0 0 6

1前 2 1

1後 2 2 1 1

2後 2 2 1

4前 2 1

4前 2 2

1前 2 1

3後 2 2 1

3後 2 1 1

1前 2 1

1後 2 1

1後 2 1

2前 2 1

3前 2 2

3後 2 1

2前 1

2後 2 1 1

1後 2 1

3前 2 1

1後 2 1

4前 2 1

4後 2 1

2前 2 1

1後 2 1

2後 1 1

3前 1 1

3後 1 1

3前 2 2

3後 2 2

3前 2 1 1

3後 2 2

1・2・3・4 2 1 1

3前 1 4 3

3後 1 4 3

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

2後 2 1

1後 2 1

2後 2 1

－ 2 69 0 8 4 0 1 0 10

兼
任
・
兼
担

飛行力学と制御

航空宇宙材料

航空機構造力学

航空機システム

電気回路基礎

電気回路

ネツトワークコンピュータ

小計（１６科目）

機械工学基礎概論

工
学
基
礎
科
目

工業力学基礎

工業力学

機械力学基礎

機械力学

流体力学基礎

流体力学

材料力学基礎

材料力学

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

統率論

専
門
基
礎
科
目

航空機構造

航空力学基礎

航空力学

空気力学

熱力学基礎

熱力学

電磁気学基礎

電磁気学

微分方程式

統計学

航空基礎製図

ＣＡＤリテラシー

ＣＡＤ演習Ⅰ

ＣＡＤ演習Ⅱ

推進工学

ジェットエンジン

航空機計器

機械制御

事故と安全

システム工学

信頼性工学

機械要素設計

電子回路基礎

電子回路

電子計測基礎

電子計測

通信工学基礎

通信工学

電気工学基礎概論

土木工学基礎概論

建築工学基礎概論

航空英語Ⅰ

航空英語Ⅱ

産業・地域研究

航空機の運航と安全確認Ⅰ

航空機の運航と安全確認Ⅱ

救命生存法

ドローン工学概論

小計（４０科目）
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 1 2 1 1後 3 1 1

2後 1 1 2 1 １後 3 2 1

3後 1 1 1 1 1 ２後 3 2

2後 1 1 1 1 1 ３後 3 4

3後 1 1 1 1 ４前 3 3 1

1前 4 1 １通 4 1

２後 2 1

４後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 ２後 4 1

1前 2 1 1前 2 1

１前 2 1

1前 2 1 ２後 4 1

３後 2 2

1通 4 1 1前 2 1

1前 2 1 1 ２後 2 1

2後 2 1 1 ２後 2 1

1通 4 1 1通 4 1

1後 2 1

1後 2 1 1前 2 1

3前 2 1 3後 2 1

4後 2 1 4後 2 1

2後 2 1 2後 4 1

2後 2 2

3前 2 1 1 3後 2 1

2通 2 1 2通 2 1

3.4通 2 1 3.4通 2 1

3.4通 2 1 3.4通 2 1

1後 1 1 ３通 2 1

2後 1 1 2通 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

3後 4 1 3後 4 1

3後 4 1 3後 4 1

1前 1 2 1前 1 1 1

1後 2 2 1後 2 1 1

1後 2 2 1後 2 1 1

1後 2 1 2 1後 2 1 1 1

1後 2 1 2 1後 2 1 1 1

2通 8 2 2通 8 1 1

2通 4 1 1 2通 4 1 1

2通 2 1 1 2通 2 1 1

2通 2 1 1 2通 2 1 1

2通 2 1 2通 2 1

2通 6 1 2通 6 1

2通 4 1 1 2通 4 1 1

2通 6 1 2通 6 1

3前 8 1 3 3前 8 1 1 2

3前 2 1 3前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

3通 2 4 1 3通 2 3 1

4通 4 7 2 1 4通 4 6 2 1 1

－ 4 134 0 7 3 5 0 0 2 － 4 156 0 8 4 2 1 0 6

－ 32 325 0 7 3 6 0 0 23 － 32 326 0 8 4 3 1 0 27

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

シミュレーター(自家用)

専
門
科
目

シミュレーター(PPL)

シミュレーター(事業用)　

【認可時又は届出時】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

空中航法Ⅱ 空中航法Ⅱ(CPL/IR)

TRAINING GUIDE(ビギナーズ) 航空機取扱Ⅰ(セスナ)

操縦法Ⅰ（PPL)

航空気象 航空気象Ⅰ

航空気象Ⅱ

航空気象Ⅲ

空中航法Ⅰ 空中航法Ⅰ(PPL)

シミュレーター(CPL+BIF)　

シミュレーター(事業用多発) シミュレーター(MLT+AIF)

シミュレーター(基礎計器) シミュレーター(応用計器Ⅰ)

シミュレーター(応用計器) シミュレーター(応用計器Ⅱ)

航空法Ⅱ（米連邦航空法）

飛行・航法計器 飛行・航法計器（航空計器・G1000) 

航空機G58取扱い法 航空機取扱Ⅱ

航空法Ⅰ　　　　　　　　　 航空法規　　　 

航空交通管制 航空交通Ⅰ(管制方式基準関連）

米連邦航空基礎知識 米連邦航空基礎知識

双発機の性能　　　　 操縦法Ⅱ（CPL)

操縦法Ⅲ（IR)

飛行機操縦法 飛行操縦法概論

計器飛行証明(飛行機)

ＣＲＭⅠ－１ 航空無線通信士

ＣＲＭⅠ－２ 英語能力証明（ＬＶＬ４）

ＡＴＣプロシジャー 航空交通Ⅱ（ATCプロシジャー・AIM）

自家用操縦士技能証明(単発・多発) 自家用操縦士技能証明(単発・多発)

事業用操縦士技能証明(単発・多発) 事業用操縦士技能証明(単発・多発)

旅客機の運用 Ｔ類の知識(SYS概要・性能）

計器飛行方式概論 方式設定とＩＦＲ

計器飛行（BIF/AIF)

計器飛行証明(飛行機)

航空機修理基礎Ⅰ

航空機修理基礎Ⅱ 航空機修理基礎Ⅱ

航空機構成部品工学Ⅰ 航空機構成部品工学Ⅰ

航空法整備Ⅱ 航空法整備Ⅱ

航空整備管理 航空整備管理

航空整備コミュニケーション 航空整備コミュニケーション

ＣＲＭⅡ ＣＲＭ（AIRMAN-SHIP)

救命生存法

航空法整備Ⅰ 航空法整備Ⅰ

航空機修理基礎Ⅰ

航空機修理工学（実技）

航空エンジン工学（実技） 航空エンジン工学（実技）

航空機装備品工学（実技） 航空機装備品工学（実技）

航空法の実務的運用（実技） 航空法の実務的運用（実技） 

航空機システム工学（実技） 航空機システム工学（実技）

航空機調整工学（実技） 航空機調整工学（実技）

航空機構成部品工学Ⅱ 航空機構成部品工学Ⅱ

航空機構成部品工学Ⅲ 航空機構成部品工学Ⅲ

航空機基本技術工学(実技） 航空機基本技術工学(実技）

航空機修理工学（実技）

電気推進

伝熱工学 伝熱工学

航空機設計製図Ⅰ 航空機設計製図Ⅰ

宇宙科学概論 宇宙科学概論

宇宙工学概論 宇宙工学概論

ロケットエンジン ロケットエンジン

航空機運用工学（実技） 航空機運用工学（実技）

航空従事者実地試験対策ゼミ 航空従事者実地試験対策ゼミ

応用材料力学 応用材料力学

電気推進

卒業要件及び履修方法

共通総合教育科目から必修を含む36単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門
科目から必修科目14単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門科目から選択科
目74単位以上を修得し、124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

共通総合教育科目から必修を含む36単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門
科目から必修科目14単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門科目から選択科
目74単位以上を修得し、124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

卒業研究 卒業研究

小計（５６科目） 小計（５９科目）

合計（１６４科目） 合計（１６６科目）

航空機設計製図Ⅱ 航空機設計製図Ⅱ

ロケット設計製図 ロケット設計製図

航空工学実験 航空工学実験

卒業要件及び履修方法
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 1 2 2 1後 3 2

2後 1 2 2 １後 3 2 1

3後 1 2 1 ２後 3 1 1

2後 1 3 1 ３後 3 3 1 1

3後 1 3 ４前 3 3 2

1前 4 １通 4 1

２後 2 1

４後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 ２後 4 1

1前 2 1 1前 2 1

1通 4 1 １前 2 1

1前 2 1 ２後 4 1

1後 2 1 ３後 2 2 1

2後 2 1 1前 2 1

1前 2 1 ２後 2 1

２後 2 1

1通 4 1 1通 4 1

1前 2 1 1

1後 2 1 3前 2 1

3前 2 1 4後 2 1

4後 2 1 2後 4 1

2後 2 1 2後 2 2 1

3前 2 1 3後 2 1

2通 2 1 2通 2 1

3.4通 2 1 3.4通 2 1

3.4通 2 1 3.4通 2 1

1後 1 1 ３通 2 1

2後 1 1 2通 2 1

4後 2 1 4後 2 1

4後 2 1 １後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

3後 4 1 3後 4 1

3後 4 1 3後 4 1

1前 1 2 1前 1 2

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 2 1後 2 2

1後 2 1 2 1後 2 1 2

1後 2 1 2 1後 2 1 2

2通 8 2 2通 8 2

2通 4 1 1 2通 4 1 1

2通 2 1 1 2通 2 1 1

2通 2 1 1 2通 2 1 1

2通 2 1 2通 2 1

2通 6 1 2通 6 1

2通 4 1 1 2通 4 1 1

2通 6 1 2通 6 1

3前 8 1 3 3前 8 1 3

3前 2 1 3前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 1 1 4前 1 1

3通 2 4 1 3通 2 4 1

4通 4 8 2 4通 4 8 2

－ 4 134 0 9 3 4 0 0 2 － 4 158 0 9 5 4 0 0 3

－ 32 325 0 10 3 5 0 0 23 － 32 353 0 10 5 5 0 0 25

【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

航空気象Ⅲ

空中航法Ⅰ 空中航法Ⅰ(PPL)

空中航法Ⅱ 空中航法Ⅱ(CPL/IR)

シミュレーター(応用計器Ⅰ)

シミュレーター(応用計器) シミュレーター(応用計器Ⅱ)

航空気象 航空気象Ⅰ

航空気象Ⅱ

兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

シミュレーター(自家用)

専
門
科
目

シミュレーター(PPL)

シミュレーター(事業用)　 シミュレーター(CPL+BIF)　

シミュレーター(事業用多発) シミュレーター(MLT+AIF)

シミュレーター(基礎計器)

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

航空交通Ⅰ(管制方式基準関連）

米連邦航空基礎知識 米連邦航空基礎知識

飛行・航法計器（航空計器・G1000) 

航空法Ⅱ（米連邦航空法）　　　　　　　　　 操縦法Ⅲ（IR)

航空交通管制 飛行操縦法概論

双発機の性能　　　　 航空法規　　　 

TRAINING GUIDE(ビギナーズ) 航空機取扱Ⅰ(セスナ)

飛行機操縦法 操縦法Ⅰ（PPL)

航空法Ⅰ　　　　　　　　　 操縦法Ⅱ（CPL)

事業用操縦士技能証明(単発・多発)

計器飛行証明(飛行機) 計器飛行証明(飛行機)

ＣＲＭⅠ－１ 航空無線通信士

計器飛行方式概論 計器飛行（BIF/AIF)

ＡＴＣプロシジャー 航空交通Ⅱ（ATCプロシジャー・AIM）

自家用操縦士技能証明(単発・多発) 自家用操縦士技能証明(単発・多発)

飛行・航法計器 航空機取扱Ⅱ（Ｇ58）

航空機G58取扱い法 Ｔ類の知識(SYS概要・性能）

旅客機の運用 方式設定とＩＦＲ

航空整備コミュニケーション

航空機修理基礎Ⅰ 航空機修理基礎Ⅰ

航空機修理基礎Ⅱ 航空機修理基礎Ⅱ

航空法整備Ⅰ 航空法整備Ⅰ

航空法整備Ⅱ 航空法整備Ⅱ

航空整備管理 航空整備管理

ＣＲＭⅠ－２ 英語能力証明（ＬＶＬ４）

ＣＲＭⅡ ＣＲＭ（AIRMAN-SHIP)

救命生存法 救命生存法

航空機調整工学（実技）

航空機修理工学（実技） 航空機修理工学（実技）

航空エンジン工学（実技） 航空エンジン工学（実技）

航空機基本技術工学(実技） 航空機基本技術工学(実技）

航空法の実務的運用（実技） 航空法の実務的運用（実技） 

航空機システム工学（実技） 航空機システム工学（実技）

航空機構成部品工学Ⅰ 航空機構成部品工学Ⅰ

航空機構成部品工学Ⅱ 航空機構成部品工学Ⅱ

航空機構成部品工学Ⅲ 航空機構成部品工学Ⅲ

ロケット設計製図

ロケットエンジン ロケットエンジン

電気推進 電気推進

伝熱工学 伝熱工学

応用材料力学 応用材料力学

宇宙科学概論 宇宙科学概論

宇宙工学概論 宇宙工学概論

航空機装備品工学（実技） 航空機装備品工学（実技）

航空機運用工学（実技） 航空機運用工学（実技）

航空従事者実地試験対策ゼミ 航空従事者実地試験対策ゼミ

航空機設計製図Ⅰ 航空機設計製図Ⅰ

航空機設計製図Ⅱ 航空機設計製図Ⅱ

ロケット設計製図

合計（１６４科目） 合計（１７１科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

共通総合教育科目から必修を含む36単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門
科目から必修科目14単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門科目から選択科
目74単位以上を修得し、124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

共通総合教育科目から必修を含む36単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門
科目から必修科目14単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門科目から選択科
目74単位以上を修得し、124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

航空工学実験 航空工学実験

卒業研究 卒業研究

小計（５６科目） 小計（６０科目）

航空機調整工学（実技）

航空整備コミュニケーション

事業用操縦士技能証明(単発・多発)
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【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 3 1 1

１後 3 2 1

２後 3 2

３後 3 4

４前 3 3 1

１通 4 1

２後 2 1

４後 2 1

1前 2 1

２後 4 1

1前 2 1

１前 2 1

２後 4 1

３後 2 2

1前 2 1

２後 2 1

２後 2 1

1通 4 1

1前 2 1

3後 2 1

4後 2 1

2後 4 1

2後 2 2

3後 2 1

2通 2 1

3.4通 2 1

3.4通 2 1

３通 2 1

2通 2 1

4後 2 1

1前 2 1

1後 2 1

3後 4 1

3後 4 1

1前 1 1 1

1後 2 1 1

1後 2 1 1

1後 2 1 1 1

1後 2 1 1 1

2通 8 1 1

2通 4 1 1

2通 2 1 1

2通 2 1 1

2通 2 1

2通 6 1

2通 4 1 1

2通 6 1

3前 8 1 1 2

3前 2 1

1後 2 1

2前 2 1

3前 2 1

3後 2 1

3後 2 1

3後 2 1

4前 1 1

4前 1 1

3通 2 3 1

4通 4 6 2 1 1

－ 4 156 0 8 4 2 1 0 6

－ 32 326 0 8 4 3 1 0 27

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

科目
区分

計器飛行（BIF/AIF)

航空交通Ⅱ（ATCプロシジャー・AIM）

自家用操縦士技能証明(単発・多発)

事業用操縦士技能証明(単発・多発)

計器飛行証明(飛行機)

航空気象Ⅰ

航空気象Ⅱ

航空気象Ⅲ

空中航法Ⅰ(PPL)

空中航法Ⅱ(CPL/IR)

航空機取扱Ⅰ(セスナ)

シミュレーター(PPL)

シミュレーター(CPL+BIF)　

シミュレーター(MLT+AIF)

シミュレーター(応用計器Ⅰ)

シミュレーター(応用計器Ⅱ)

授業科目の名称

宇宙科学概論

航空無線通信士

米連邦航空基礎知識

飛行・航法計器（航空計器・G1000) 

航空機取扱Ⅱ（Ｇ58）

Ｔ類の知識(SYS概要・性能）

方式設定とＩＦＲ

操縦法Ⅰ（PPL)

操縦法Ⅱ（CPL)

操縦法Ⅲ（IR)

飛行操縦法概論

航空法規　　　 

航空交通Ⅰ(管制方式基準関連）

航空機基本技術工学(実技）

航空法の実務的運用（実技） 

航空機システム工学（実技）

航空機調整工学（実技）

宇宙工学概論

航空機修理工学（実技）

航空エンジン工学（実技）

航空整備コミュニケーション

航空機修理基礎Ⅰ

航空機修理基礎Ⅱ

航空機構成部品工学Ⅰ

航空機構成部品工学Ⅱ

航空機構成部品工学Ⅲ

英語能力証明（ＬＶＬ４）

ＣＲＭ（AIRMAN-SHIP)

航空法整備Ⅰ

航空法整備Ⅱ

航空整備管理

航空工学実験

卒業研究

小計（５９科目）

合計（１６６科目）

卒業要件及び履修方法

共通総合教育科目から必修を含む36単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門
科目から必修科目14単位、工学基礎科目・専門基礎科目・専門科目から選択科
目74単位以上を修得し、124単位以上修得すること。
（履修科目の登録の上限：48単位（年間））

ロケットエンジン

電気推進

伝熱工学

航空機設計製図Ⅰ

航空機設計製図Ⅱ

ロケット設計製図

航空機装備品工学（実技）

航空機運用工学（実技）

航空従事者実地試験対策ゼミ

応用材料力学
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
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【令和元年度】

【令和２年度】

【令和３年度】

【令和４年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

・ＡＩなどのサイエンス教育を取り入れるため、サイエンス基礎として「ＡＩと社会」「データサイエンス入門Ⅰ」「データサイエンス入
門Ⅱ」「プログラミング入門Ⅰ」「プログラミング入門Ⅱ」「情報リテラシー」「コンピューターリテラシー」を共通総合教育科目として
開講。
・共通総合教育科目において、サイエンス基礎の開講に伴い「哲学入門」「現代の哲学」「政治と文化」「情報メディアの活用」「基礎科
学」「基礎ドイツ語」「ドイツ語」「地域社会貢献活動」「地域貢献演習」の９科目を廃止し、「幾何学」「確率論・統計学」「応用統計
学」「継続的改善の進め方Ⅰ」「継続的改善の進め方Ⅰ」「技術英語」「異文化交流Ⅰ」「異文化交流Ⅱ」の８科目を追加。
・共通総合教育科目の「英語入門演習」を「Freshman EnglishⅠ」へ、「実用英語」を「Freshman EnglishⅡ」へ、「総合英語Ⅰ」を
「Basic EnglishⅠ」へ、「総合英語Ⅱ」を「Basic EnglishⅡ」へ名称変更。
・工学基礎の「情報リテラシー」「コンピューターリテラシー」の２科目を共通総合教育科目に移行、また、航空工学に関係ない教職課程
関連科目の「木材加工」「金属加工」「機械」「電気」「栽培」「情報とコンピュータ」「介護福祉概説」「総合演習基礎」「総合演習応
用」の９科目を廃止し、「ドローン工学概論」の１科目を追加。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

　特になし。

・科目内容をイメージしやすいように「やさしい哲学」を「哲学入門」へ、現代社会に生きる倫理」を「現代の哲学」へ名称変更。
・他の科目名との横並びを考慮し、「数学入門」を「基礎数学」へ、「工学基礎数学」を「基礎微分積分学」へ、「化学入門」を「基礎化
学」へ名称変更。
・共通総合教育の力学系科目と専門の力学系科目間のギャップを埋め、かつスムーズな移行を目的として、工業基礎科目に「工業力学基
礎」及び「工業力学」を追加。
・操縦学専攻において、系統立てた名称を用いることにより、学生が学習内容をイメージしやすくなるよう名称を統合・変更。
　シミュレーター(自家用)→シミュレーター(PPL)／シミュレーター(事業用)＋シミュレーター（基礎計器）→シミュレーター(CPL+BIF)／
シミュレーター(事業用多発)＋シミュレーター（基礎計器）→シミュレーター(MLT+AIF)／シミュレーター(応用計器)→シミュレーター(応
用計器Ⅰ＋応用計器Ⅱ)／空中航法Ⅰ→空中航法Ⅰ(PPL)／空中航法Ⅱ→空中航法(CPL/IR)／飛行／航法計器→飛行・航法計器(航空計器・
G1000)／TRAINING GUIDE(ﾋﾞｷﾞﾅｰｽﾞ)→航空機取扱Ⅰ(ｾｽﾅ)／飛行機操縦法→飛行操縦法概論／航空法Ⅰ→航空法規／航空交通管制→航空交通
Ⅰ(管制方式基準関連)／航空機G58取扱い法→航空機取扱Ⅱ(G58)／計器飛行方式概論→方式設定とIFR／ATCﾌﾟﾛｼｼﾞｬｰ→航空交通Ⅱ(ATCﾌﾟﾛｼ
ｼﾞｬｰ･AIM)／CRMⅠ・Ⅱ→CRM（AIRMAN-SHIP）／旅客機の運用→T類の知識(SYS概要･性能)
　また、国交省航空局試験官から学生への指摘事項等を鑑みて内容の充実を行うとともに、採用先の航空会社からの知識面及び技術面の要
望等をカリキュラムに反映させるため、以下の名称・枠組みを変更、追加。
　「航空気象」を地上・上空解析ごとに｢航空気象Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ｣へ／「TRAINING GUIDE(ビギナーズ)」｢双発機の性能｣を統合し、段階的な教
育体系｢操縦法Ⅰ(PPL)｣、｢操縦法Ⅱ(CPL)｣、｢操縦法Ⅲ(IR)｣へ／専門基礎において｢航空機の運航と安全確認｣を、専門科目において｢航空無
線通信士｣、｢英語能力証明(LVL4)｣を追加へ

・「航空機取扱Ⅱ（Ｇ５８）」を「航空機取扱Ⅱ」へ名称変更。
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由

32 325 0 357 32 0 358

[　0　] [　1　] [　0　] [　1　]

326
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 高分子化学 2 2年後期 一般 選択

２ 木材加工 1 ４年前期 専門 選択

３ 金属加工 1 ３年後期 専門 選択

４ 機械 1 ３年後期 専門 選択

５ 電気 1 ３年前期 専門 選択

６ 栽培 1 ４年前期 専門 選択

７ 情報とコンピュータ 3 ２年通年 専門 選択

８ 介護福祉概説 2 ２年後期 専門 選択

９ 総合演習基礎 2 ３年後期 専門 選択

１０ 総合演習応用 2 ４年前期 専門 選択

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

教養科目とするには、専門性に特化し過ぎており、「基礎化学」で
十分教育目標を達成できると判断した。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

廃止の理由，代替措置の有無

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

航空工学に関係ない教職課程関連科目のため、廃止した。

　　　　ください。

　教養科目としての性格を考慮し、専門性の高い「高分子化学」を廃止した。
　「基礎化学」の履修で十分教育目標を達成でき、また、当該履修は２年次後期であり、入学時のオリ
エンテーションにおいて周知できたことにより、学生の履修への影響はほとんどないものと判断する。
　また、航空工学に関係ない教職課程関連９科目を廃止したが、学生の履修への影響はほとんどないも
のと判断する。
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（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

10

357

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 2.8
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備考

大学全体

届出学科全体

　上野校地の運動場用
地は、都築第一学園が
設置する横浜薬科大学
と共同利用

・借用面積
　２，２５１㎡
・借用期間
　３０年

　大学全体

　大学全体(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

０㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

３，１３１．００㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

完成年度

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

（0〔0〕）

３，９９５．１３㎡ トレーニング室

機械・器具 標　　本

900 0 0

点点

100

（0〔0〕） (877) （0）

収 納 可 能 冊 数

900 0 0

（0） （0）(877)

３６，２０２．００㎡

２，２５１．００㎡ ０㎡

３，１３１．００㎡

体育館以外のスポーツ施設の概要

完成年度

70,000６３９．８６㎡

開設前年度

３３室

３３，９５１．００㎡ ２，２５１．００㎡

66,000〔5,500〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

0〔0〕　

0〔0〕　

（25〔１〕）

０㎡

点

９４，６８４．００㎡

０㎡

45〔5〕　

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（59,075〔5,362〕） （25〔1〕）

４室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

航空工学部

講　義　室

４２室

種

66,000〔5,500〕

学生納付金以外の維持方法の概要 航空操縦学専攻については、国内外教育費が発生する。

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 0千円 0千円 0千円

第６年次

0千円 0千円

300千円 300千円

開設年度

千円

300千円

1160千円 　千円

0千円

設備購入費

図書購入費

1160千円

200千円教員１人当り研究費等

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

1310千円 1160千円

第４年次 第５年次

（59,075〔5,362〕）

９７，８１５．００㎡

語学学習施設

（補助職員０人）

０室

情報処理学習施設

４室

（補助職員０人）

（0）

０㎡

電子ジャーナル

面　　　　　積

経費
の見
積り

３　施設・設備の整備状況，経費

０㎡ ３３，９７９．８２㎡

（３０，２４１．１８㎡）

９５，５６４．００㎡ ２，２５１．００㎡

計

３３，９０６．００㎡ ７３．１４㎡

（７３．１４㎡） （０㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

９２，４３３．００㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

０㎡ ０㎡ ５８，４８２．００㎡５８，４８２．００㎡

（３０，３１４．３２㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

航空工学部　航空工学科 室

冊

45〔5〕　

12

視聴覚資料

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 第一工科大学 学生募集停止学科数 1
平均入学定員超

過率1.3倍以上

の学科等数
0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

航空工学部 4 60 - 240 学士
（工学）

0.63 0.60 - 令和元 -

　航空工学科 4 60 - 240 学士
（工学）

0.63 0.60 - 令和元 鹿児島県霧島市国分中央１丁目１０番２号

工学部 4 300 1200 学士
（工学）

0.81 1.04 - 昭和４３ -

　航空工学科 4 0 - 0 学士
（工学）

- - - 平成２３ 鹿児島県霧島市国分中央１丁目１０番２号 平成31年学生募集停止

　情報電子工学科 4 170 - 600 学士
（工学）

1.13 1.02 - 昭和４３ 同上（※）

定員変更（20）
※分校：東京都 台
東区上野7丁目7番1
号、東上野4丁目26
番5号、北上野1丁目
7番4号

機械システム工学科 4 50 - 200 学士
（工学）

0.63 0.70 昭和４３ 鹿児島県霧島市国分中央１丁目１０番２号

環境エネルギー工学科 4 40 - 200 学士
（工学）

0.62 1.08 - 平成２３ 同上
R4年度名称変更
定員変更（▲10）

建築デザイン学科 4 40 - 200 学士
（工学）

0.85 1.35 - 昭和４９ 同上 定員変更（▲10）

大学全体 4 360 - 1440 - 0.72 0.82 - - -

大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超

過率1.3倍以上

の学科等数
0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

該当なし

　○　○　大　学　大　学　院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超

過率1.3倍以上

の学科等数
0 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍

人

幼児教育学科 2 100 - 200
短期大学士

（幼児教

育）
0.81 0.69 - 平成21 鹿児島県霧島市国分中央１丁目１０番４号

大学全体 2 100 - 200 - 0.81 0.69 - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

令和４年度
入学定員
超過率

第　一　幼　児　教　育　短　期　大　学

開設
年度

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率
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【認可時又は届出時】 【令和元年度】 【令和２年度】 【令和３年度】 【令和４年度】

５　教員組織の状況

＜航空工学部　航空工学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

ＣＡＤリテラシー
ＣＡＤ演習Ⅰ
ＣＡＤ演習Ⅱ
宇宙科学概論
宇宙工学概論
ロケットエンジン
電気推進
伝熱工学
航空工学実験※
卒業研究
航空宇宙材料

ＣＡＤリテラシー
ＣＡＤ演習Ⅰ
ＣＡＤ演習Ⅱ
宇宙科学概論
宇宙工学概論
ロケットエンジン
電気推進
伝熱工学
航空工学実験※
卒業研究
航空宇宙材料

宇宙科学概論
宇宙工学概論
ロケットエンジン
電気推進
伝熱工学　→野田へ
航空工学実験※　→野田へ
卒業研究
航空宇宙材料　→高橋へ

宇宙科学概論
宇宙工学概論
ロケットエンジン
電気推進

専 教授

コウグチ　ヒロシ
髙口　裕芝
（67）

＜平成31年4月＞
博士(工学）

兼任 講師

コウグチ　ヒロシ
髙口　裕芝

（68）
＜平成31年4月＞

博士(工学）

専
教授

コウグチ　ヒロシ
髙口　裕芝

（65）
＜平成31年4月＞

博士(工学）

専 教授

コウグチ　ヒロシ
髙口　裕芝
（66）

＜平成31年4月＞
博士(工学）

兼担 教授

スギヤス　コウジ
杉安　幸二

（57）
＜令和2年4月＞
学士(工学）

ＣＡＤリテラシー
ＣＡＤ演習Ⅰ
ＣＡＤ演習Ⅱ

ＣＡＤリテラシー
ＣＡＤ演習Ⅰ
ＣＡＤ演習Ⅱ

ＣＡＤリテラシー
ＣＡＤ演習Ⅰ
ＣＡＤ演習Ⅱ

兼担 教授

スギヤス　コウジ
杉安　幸二
（55）

＜令和2年4月＞
学士(工学） 兼担 教授

スギヤス　コウジ
杉安　幸二
（56）

＜令和2年4月＞
学士(工学）

修学基礎
技術者倫理
熱力学基礎
熱力学
推進工学
ジェットエンジン
航空機設計製図Ⅰ
航空機設計製図Ⅱ
航空工学実験※
卒業研究
航空機構造力学

専 教授

ワキ　ヒロユキ
脇　裕之
（64）

＜平成31年4月＞
工学博士

専 教授

ヤマモト　ジュンジ
山本　淳二

（56）
＜平成31年5月＞

修士(工学）

修学基礎  ※１へ

技術者倫理
熱力学基礎
熱力学
推進工学
ジェットエンジン
航空機設計製図Ⅰ
航空機設計製図Ⅱ
航空工学実験※
卒業研究
航空機構造力学

技術者倫理
熱力学基礎
熱力学
推進工学
ジェットエンジン
航空機設計製図Ⅰ
航空機設計製図Ⅱ
航空工学実験※
卒業研究
航空機構造力学

技術者倫理
熱力学基礎
熱力学
推進工学
ジェットエンジン
航空機設計製図Ⅰ
航空機設計製図Ⅱ
航空工学実験※
卒業研究
航空機構造力学
飛行力学と制御

技術者倫理
熱力学基礎
熱力学
推進工学
ジェットエンジン
航空機設計製図Ⅰ
航空機設計製図Ⅱ
航空工学実験※
卒業研究
航空機構造力学
飛行力学と制御

専 教授

ヤマモト　ジュンジ
山本　淳二

（54）
＜平成31年5月＞

修士(工学）

専 教授

ヤマモト　ジュンジ
山本　淳二

（55）
＜平成31年5月＞

修士(工学）

専 教授

ヤマモト　ジュンジ
山本　淳二

（53）
＜平成31年5月＞

修士(工学）

兼任 講師

タカハシ　シゲオ
高橋　成男

（73）
＜平成31年4月＞

工学士

日本語講座B
熱力学基礎
熱力学
航空力学基礎
航空力学
航空宇宙材料
航空機構造力学
航空機システム
航空英語Ⅰ
航空英語Ⅱ
推進工学
ジェットエンジン
航空整備管理
航空整備コミュニケーション
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機調整工学（実技）
航空機修理工学（実技）
航空エンジン工学（実技）
航空機運用工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ
卒業研究

日本語講座B
熱力学基礎
熱力学
航空力学基礎
航空力学
航空宇宙材料
航空機構造力学
航空機システム
航空英語Ⅰ
航空英語Ⅱ
推進工学
ジェットエンジン
航空整備管理
航空整備コミュニケーション
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機調整工学（実技）
航空機修理工学（実技）
航空エンジン工学（実技）
航空機運用工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ
卒業研究
電磁気学基礎
電磁気学
航空機システム
電子計測基礎　 　　　　　 ※３

航空機計器
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機システム工学(実技)
航空機装備品工学(実技)

日本語講座B
航空力学基礎
航空力学
航空宇宙材料
航空機構造力学
航空機システム
航空英語Ⅰ　→齊藤へ
航空英語Ⅱ　→齊藤へ
航空整備管理
航空整備コミュニケーション→齊藤
へ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機調整工学（実技）
航空機修理工学（実技）
航空エンジン工学（実技）
航空機運用工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ→齊藤
へ
卒業研究　→齊藤へ
電磁気学基礎
電磁気学
航空機システム
電子計測基礎
航空機計器
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空法整備Ⅰ
航空法整備Ⅱ

日本語講座B　→対象学生無し
航空力学基礎　→野田へ
航空力学　→野田へ
航空宇宙材料　→徳永へ
航空機構造力学　→齋藤へ
航空機システム　→齋藤へ
航空整備管理　→齋藤へ
航空機構成部品工学Ⅲ　→原山へ
航空機調整工学（実技）→濵田へ
航空機修理工学（実技）→濵田へ
航空エンジン工学（実技）→濵田
航空機運用工学（実技）→濵田へ
電磁気学基礎　→齋藤へ
電磁気学　→齋藤へ
航空機システム　→齋藤へ
電子計測基礎　→齋藤へ
航空機計器　→齋藤へ
航空機構成部品工学Ⅱ　→齋藤
航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空法整備Ⅰ　→齋藤へ
航空法整備Ⅱ　→齋藤へ
通信工学基礎　→齋藤へ
通信工学　→原山へ
機械力学基礎　→野田へ
機械力学　→齋藤へ

航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

専 教授 

タカハシ　シゲオ
高橋　成男
（71）

＜平成31年4月＞
工学士

兼任 講師

タカハシ　シゲオ
高橋　成男

（72）
＜平成31年4月＞

工学士

専 教授 

タカハシ　シゲオ
高橋　成男

（69）
＜平成31年4月＞

工学士

専 教授 

タカハシ　シゲオ
高橋　成男
（70）

＜平成31年4月＞
工学士

トクナガ　マサカツ
徳永　正勝

（60）
＜令和4年4月＞
博士(工学）

宇宙科学概論
宇宙工学概論
ロケットエンジン
電気推進
航空工学実験

専 教授

22



専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

サイトウ　アツシ
齊藤　　敦

(64)
＜平成31年4月＞

工学士

熱力学基礎
熱力学
推進工学
ジェットエンジン

熱力学基礎
熱力学
推進工学
ジェットエンジン
航空法の実務的運用(実技)

航空力学基礎
航空力学
航空機構造力学
航空機システム
熱力学基礎
熱力学
機械力学基礎　→野田へ
機械力学
推進工学
ジェットエンジン
航空法の実務的運用(実技)
　→「航空従事者実地試験対策
　　　ゼミ」へ内容を移行
航空英語Ⅰ
航空英語Ⅱ
航空整備コミュニケーション
航空従事者実地試験対策ゼミ
卒業研究

航空力学基礎
航空力学
航空機構造力学
航空機システム
熱力学基礎
熱力学

機械力学
推進工学
ジェットエンジン

航空英語Ⅰ
航空英語Ⅱ
航空整備コミュニケーション
航空従事者実地試験対策ゼミ
卒業研究
航空整備管理
電磁気学基礎
電磁気学
電子計測基礎
航空機計器
航空機構成部品工学Ⅱ
航空法整備Ⅰ
航空法整備Ⅱ
通信工学基礎
機械力学

専 教授

サイトウ　アツシ
齊藤　　敦

(62)
＜平成31年4月＞

工学士

専 教授

サイトウ　アツシ
齊藤　　敦

(63)
＜平成31年4月＞

工学士

専 教授

サイトウ　アツシ
齊藤　　敦

(61)
＜平成31年4月＞

工学士

事故と安全
航空法Ⅰ
航空交通管制
航空法整備Ⅰ
航空法整備Ⅱ
航空法の実務的運用（実技）
卒業研究

事故と安全
就業力演習　→西川・山本(行)へ
飛行・航空計器(航空計器･G1000)
産業・地域研究

事故と安全　→原山へ
飛行・航空計器(航空計器･
G1000)　→原山へ
産業・地域研究　→島藤へ

兼任 講師

クスハラ　トシユキ
楠原　利行

(71)
＜令和2年4月＞

専門学校卒

兼任 講師

クスハラ　トシユキ
楠原　利行

(72)
＜令和2年4月＞

専門学校卒

専 教授

クスハラ　トシユキ
楠原　利行

(69)
＜平成31年4月＞

専門学校卒

事故と安全
航空法Ⅰ
航空交通管制
航空法整備Ⅰ
航空法整備Ⅱ
航空法の実務的運用(実技)
卒業研究
航空機Ｇ５８取扱い法　※４

ＡＴＣプロシジャ－　　※６

専 教授

ナカムラ　アキカズ
中村　　章和

(64)
＜平成31年4月＞

大学校卒

シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
シミュレーター（事業用多発）
シミュレーター（基礎計器）
シミュレーター（応用計器）
空中航法Ⅱ
TRAINING GUIDE（ビギナーズ）
飛行機操縦法
自家用操縦士技能証明(単発・多発)
事業用操縦士技能証明(単発・多発)
計器飛行証明(飛行機)
卒業研究

シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
シミュレーター（事業用多発）
シミュレーター（基礎計器）
シミュレーター（応用計器）
空中航法Ⅱ
TRAINING GUIDE（ビギナーズ）
飛行機操縦法
自家用操縦士技能証明(単発・多発)  ※２へ

事業用操縦士技能証明(単発・多発)  ※２へ

計器飛行証明(飛行機)   ※２へ

卒業研究

専 教授

ヤマシタ　ヨシユキ
山下　芳幸

(70)
＜平成31年4月＞

高校卒

専 教授

ヤマシタ　ヨシユキ
山下　芳幸

(71)
＜平成31年4月＞

高校卒

専 教授

シマトウ　チカラ
島藤　力
（51）

＜令和2年4月＞
学士（法学）

シミュレーター（CPL+BIF）
シミュレーター（MLT+AIF）
シミュレーター（応用計器Ⅰ）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
操縦法Ⅲ（IR）
航空交通Ⅰ(管制方式基準関連)
計器飛行（BIF/AIF）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
航空英語Ⅱ
卒業研究

シミュレーター（CPL+BIF）
シミュレーター（MLT+AIF）
シミュレーター（応用計器Ⅰ）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
操縦法Ⅲ（IR）
航空交通Ⅰ(管制方式基準関連)
計器飛行（BIF/AIF）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
航空英語Ⅱ
卒業研究

シミュレーター（CPL+BIF）
シミュレーター（MLT+AIF）
シミュレーター(応用計器Ⅰ)
シミュレーター(応用計器Ⅱ)
操縦法Ⅲ（IR）
航空交通Ⅰ(管制方式基準関連)

計器飛行（BIF/AIF）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
航空英語Ⅱ
卒業研究
産業・地域研究

専 准教授

シマトウ　チカラ
島藤　力
（49）

＜令和2年4月＞
学士（法学）

専 教授

シマトウ　チカラ
島藤　力
（50）

＜令和2年4月＞
学士（法学）

兼任 教授

スヤマ　タカシ
須山　隆
（72）

＜令和2年4月＞
大学校卒

シミュレーター（CPL+BIF）
シミュレーター（応用計器Ⅰ）
操縦法Ⅱ（CPL）
飛行操縦法概論
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

シミュレーター（CPL+BIF）
シミュレーター（応用計器Ⅰ）
操縦法Ⅱ（CPL）
飛行操縦法概論
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

シミュレーター（CPL+BIF）
シミュレーター(応用計器Ⅰ)
操縦法Ⅱ（CPL）
飛行操縦法概論
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

兼任 教授

スヤマ　タカシ
須山　隆
（70）

＜令和2年4月＞
大学校卒

兼任 教授

スヤマ　タカシ
須山　隆
（71）

＜令和2年4月＞
大学校卒

兼任 准教授

シマズ　ナオフミ
島津　直史

（68）
＜令和2年4月＞

高校卒

シミュレーター（PPL）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
航空気象Ⅰ・Ⅱ
航空気象Ⅲ
空中航法Ⅰ（PPL）→山本(行)へ
空中航法Ⅱ（CPL/IR）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

シミュレーター（PPL）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
航空気象Ⅰ・Ⅱ
航空気象Ⅲ
空中航法Ⅱ（CPL/IR）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

シミュレーター（PPL）
シミュレーター(応用計器Ⅱ)
航空気象Ⅰ・Ⅱ
航空気象Ⅲ
空中航法Ⅱ（CPL/IR）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

兼任 准教授

シマズ　ナオフミ
島津　直史
（66）

＜令和2年4月＞
高校卒

兼任 准教授

シマズ　ナオフミ
島津　直史
（67）

＜令和2年4月＞
高校卒

専 教授

ノダ　シンジ
野田 晋二
（61）

＜平成31年4月＞
修士（工学）

コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
地域企業インターンシップ
地域社会貢献活動
地域貢献演習
コンピュータリテラシー
航空力学基礎
航空力学
空気力学
航空基礎製図
産業・地域研究
航空工学実験※
卒業研究

修学基礎　※１

コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
地域企業インターンシップ
地域社会貢献活動
地域貢献演習
コンピュータリテラシー
航空力学基礎　　※５

航空力学
空気力学
航空基礎製図
産業・地域研究
航空工学実験※
卒業研究

修学基礎
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
地域企業インターンシップ
地域社会貢献活動
地域貢献演習
コンピュータリテラシー
航空機構造
航空力学基礎
航空力学
空気力学
航空基礎製図
産業・地域研究
航空工学実験※
卒業研究

修学基礎
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
地域企業インターンシップ
地域社会貢献活動
地域貢献演習
コンピュータリテラシー
航空機構造
航空力学基礎
航空力学
空気力学
航空基礎製図
産業・地域研究
航空工学実験※
伝熱工学
ドローン工学概論
卒業研究

修学基礎
コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
地域企業インターンシップ
地域社会貢献活動
地域貢献演習
コンピュータリテラシー
情報リテラシー
航空機構造
航空力学基礎
航空力学
空気力学
航空基礎製図
産業・地域研究
航空工学実験
伝熱工学
ドローン工学概論
卒業研究

専 教授

ノダ　シンジ
野田 晋二
（59）

＜平成31年4月＞
修士（工学）

専 教授

ノダ　シンジ
野田 晋二
（60）

＜平成31年4月＞
修士（工学）

専 教授

ノダ　シンジ
野田 晋二
（57）

＜平成31年4月＞
修士（工学）

専 教授

ノダ　シンジ
野田 晋二
（58）

＜平成31年4月＞
修士（工学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専 教授

フルカワ　ヤスシ
古川　靖
（55）

＜平成31年4月＞
博士（理学）

工業数学
基礎物理
機械力学
流体力学基礎
流体力学
システム工学
信頼性工学
航空工学実験
卒業研究

工業数学
基礎物理
機械力学
流体力学基礎
流体力学
システム工学
信頼性工学
航空工学実験
卒業研究

工業数学
基礎物理
機械力学
流体力学基礎
流体力学
システム工学
信頼性工学
航空工学実験
卒業研究

工業数学
基礎物理
機械力学
流体力学基礎
流体力学
システム工学
信頼性工学
航空工学実験
飛行力学と制御
卒業研究

工業数学
基礎物理
機械力学基礎
機械力学
流体力学基礎
流体力学
システム工学
信頼性工学
航空工学実験
飛行力学と制御
卒業研究

専 教授

フルカワ　ヤスシ
古川　靖
（53）

＜平成31年4月＞
博士（理学）

専 教授

フルカワ　ヤスシ
古川　靖
（54）

＜平成31年4月＞
博士（理学）

専 教授

フルカワ　ヤスシ
古川　靖
（51）

＜平成31年4月＞
博士（理学）

専 教授

フルカワ　ヤスシ
古川　靖
（52）

＜平成31年4月＞
博士（理学）

電磁気学基礎
電磁気学
航空機システム
電子計測基礎
航空機計器
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）

専 准教授

ホンダ　フミアキ
本田　文明

（65）
＜平成31年4月＞

専門学校卒

電磁気学基礎
電磁気学
航空機システム
電子計測基礎　　　　　  ※３ヘ

航空機計器
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機システム工学(実技)
航空機装備品工学(実技)

専 教授

タカハシ　シゲオ
高橋　成男
（70）

＜平成31年4月＞
工学士

専 教授

モリ　トモノリ
森　智徳
（60）

＜平成31年4月＞
大学校卒

シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
シミュレーター（事業用多発）
シミュレーター（基礎計器）
シミュレーター（応用計器）
航空機G58取扱い法
旅客機の運用
計器飛行方式概論
ＣＲＭⅠ－１
ＣＲＭⅠ－２
ＣＲＭⅡ
卒業研究

シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
シミュレーター（事業用多発）
シミュレーター（基礎計器）
シミュレーター（応用計器）
航空機G58取扱い法  ※４ヘ

旅客機の運用
計器飛行方式概論
ＣＲＭⅠ－１
ＣＲＭⅠ－２
ＣＲＭⅡ
卒業研究
自家用操縦士技能証明(単発・多発) ※２

事業用操縦士技能証明(単発・多発）※２

計器飛行証明(飛行機）※２

シミュレーター（MLT+AIF）
シミュレーター（応用計器Ⅰ）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
操縦法Ⅲ（IR）
T類の知識（SYS概要・性能）
計器飛行（BIF/AIF）
方式設定とIFR
航空交通Ⅱ(ATCプロシジャーAIM)
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
卒業研究
自家用操縦士技能証明(単発・多発)

事業用操縦士技能証明(単発・多発)

計器飛行証明(飛行機)

シミュレーター（MLT+AIF）
シミュレーター（応用計器Ⅰ）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
操縦法Ⅲ（IR）
T類の知識（SYS概要・性能）
計器飛行（BIF/AIF）
方式設定とIFR
航空交通Ⅱ(ATCプロシジャー
AIM)
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
卒業研究
自家用操縦士技能証明(単発・多発)

事業用操縦士技能証明(単発・多発)

計器飛行証明(飛行機)

航空機取扱Ⅱ

シミュレーター（MLT+AIF）
シミュレーター(応用計器Ⅰ)
シミュレーター(応用計器Ⅱ)
操縦法Ⅲ（IR）
T類の知識（SYS概要・性能）
計器飛行（BIF/AIF）
方式設定とIFR
航空交通Ⅱ(ATCプロシジャー
AIM)
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
卒業研究
自家用操縦士技能証明(単発・多発)

事業用操縦士技能証明(単発・多発)

計器飛行証明(飛行機)

航空機取扱Ⅱ

専 教授

モリ　トモノリ
森　智徳
（58）

＜平成31年4月＞
大学校卒

専 教授

モリ　トモノリ
森　智徳
（59）

＜平成31年4月＞
大学校卒

専 准教授

モリ　トモノリ
森　智徳
（56）

＜平成31年4月＞
大学校卒

専 教授

モリ　トモノリ
森　智徳
（57）

＜平成31年4月＞
大学校卒

計器飛行方式概論
ＣＲＭⅠ－１
ＣＲＭⅠ－２

シミュレーター（CPL+BIF）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）→岡田
へ

操縦法Ⅲ（IR）→島藤・森へ
計器飛行（BIF/AIF）→島藤・森へ
航空法規　→小林へ
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

専 准教授

キタムラ　ノブヒロ
北村　暢啓

（56）
＜平成31年4月＞

大学校卒

専 准教授

キタムラ　ノブヒロ
北村　暢啓

（55）
＜平成31年4月＞

大学校卒

シミュレーター（CPL+BIF）
　CPL→小林,BIF→森
空中航法Ⅰ
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

兼任 准教授

ヤマモト　イクオ
山本　行夫
（69）

＜令和2年10月＞
高校卒

専 教授

オカダ　ミツル
岡田　　充

（73）
＜平成31年4月＞

学士

シミュレーター（基礎計器）
シミュレーター（応用計器）

シミュレーター（応用計器Ⅰ）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

シミュレーター（応用計器Ⅰ）
シミュレーター（応用計器Ⅱ）
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

シミュレーター(応用計器Ⅰ)
シミュレーター(応用計器Ⅱ)
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ

専 教授

オカダ　ミツル
岡田　　充

（71）
＜平成31年4月＞

学士
専 教授

オカダ　ミツル
岡田　　充

（72）
＜平成31年4月＞

学士
専 教授

オカダ　ミツル
岡田　　充

（70）
＜平成31年4月＞

学士

専 准教授

ニシカワ　フミトシ
西川　文敏

（63）
＜平成31年4月＞

大学校卒

コミュニケーション技術Ⅰ
就業力演習
統率論
航空力学基礎
シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
空中航法Ⅰ
救命生存法
卒業研究

コミュニケーション技術Ⅰ
就業力演習
統率論
航空力学基礎　※５へ

シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
空中航法Ⅰ
救命生存法
卒業研究

コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
技術者倫理
統率論
航空力学基礎
救命生存法
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
ＣＲＭ（AIRMAN-SHIP）
卒業研究

コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
技術者倫理
統率論
航空力学基礎
救命生存法
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
ＣＲＭ（AIRMAN-SHIP）
卒業研究
就業力演習

コミュニケーション技術Ⅰ
コミュニケーション技術Ⅱ
技術者倫理
統率論
航空力学基礎
救命生存法
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
ＣＲＭ（AIRMAN-SHIP）
卒業研究
就業力演習

専 准教授

ニシカワ　フミトシ
西川　文敏
（62）

＜平成31年4月＞
大学校卒

専 准教授

ニシカワ　フミトシ
西川　文敏

（62）
＜平成31年4月＞

大学校卒

専 准教授

ニシカワ　フミトシ
西川　文敏

（60）
＜平成31年4月＞

大学校卒

専 准教授

ニシカワ　フミトシ
西川　文敏
（61）

＜平成31年4月＞
大学校卒

シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
シミュレーター（事業用多発）
シミュレーター（基礎計器）
航空法Ⅱ（米連邦航空法）
双発機の性能
米連邦航空基礎知識
飛行・航法計器
卒業研究

シミュレーター（自家用）
シミュレーター（事業用）
シミュレーター（事業用多発）
シミュレーター（基礎計器）
航空法Ⅱ（米連邦航空法）
双発機の性能
米連邦航空基礎知識
飛行・航空計器
卒業研究

航空英語Ⅰ
航空機取扱Ⅰ（セスナ）
操縦法Ⅰ（PPL）
シミュレーター（PPL）
航空法Ⅱ（米連邦航空法）
双発機の性能
米連邦航空基礎知識
飛行・航空計器　→楠原へ
航空機取扱Ⅱ（G58）　→森へ
卒業研究

専 准教授

カツマタ　アキシ
勝又　明志
（48）

＜平成31年4月＞
学士（工学）

専 講師

カツマタ　アキシ
勝又　明志

（46）
＜平成31年4月＞
学士（工学）

専 准教授

カツマタ　アキシ
勝又　明志
（47）

＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼任 講師

ツノ　タクシ
津野　拓士

（47）
＜令和4年4月＞
学士（理学）

シミュレーター（PPL）

空中航法Ⅰ
航空機の運航と安全確認Ⅰ･Ⅱ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

専 助教

コバヤシ　ケイタロウ
小林　啓太郎

（32）
＜令和3年2月＞

学士（アビエーションマネジ
メント）

航空英語Ⅰ
航空機取扱Ⅰ（セスナ）
操縦法Ⅰ（PPL）
シミュレーター（PPL）
航空法Ⅱ（米連邦航空法）
双発機の性能
米連邦航空基礎知識
卒業研究
航空法規
就業力演習　→福永へ

航空英語Ⅰ
航空機取扱Ⅰ（セスナ）
操縦法Ⅰ（PPL）
シミュレーター（PPL+CPL）
航空法Ⅱ（米連邦航空法）
双発機の性能
米連邦航空基礎知識
卒業研究
航空法規

専 助教

コバヤシ　ケイタロウ
小林　啓太郎

（31）
＜令和3年2月＞

学士（アビエーションマネジメ
ント）

兼任 講師

サカイ　ヤスユキ
酒井　康行

（69）
＜平成31年４月＞

高校卒

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

専 講師

サカイ　ヤスユキ
酒井　康行
（67）

＜平成31年４月＞
高校卒

専 講師

サカイ　ヤスユキ
酒井　康行

（65）
＜平成31年４月＞

高校卒

専 講師

サカイ　ヤスユキ
酒井　康行
（66）

＜平成31年４月＞
高校卒

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

専 講師

アンマ　トシロウ
安間　俊郎
（67）

＜平成31年４月＞
高校卒

専 講師

アンマ　トシロウ
安間　俊郎

（65）
＜平成31年４月＞

高校卒

専 講師

アンマ　トシロウ
安間　俊郎
（66）

＜平成31年４月＞
高校卒

専 教授

ハラヤマ　カズユキ
原山　和幸

（53）
＜令和3年3月＞

専門学校卒

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ
通信工学
卒業研究

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅲ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ
通信工学
卒業研究

専 准教授

ハラヤマ　カズユキ
原山　和幸

（52）
＜令和3年3月＞

専門学校卒

航空機修理基礎Ⅰ
航空機修理基礎Ⅱ
航空機構成部品工学Ⅰ
航空機構成部品工学Ⅱ　　原山
航空機構成部品工学Ⅲ　　へ
航空機基本技術工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ
卒業研究

専 講師

ノグチ　カズユキ
野口　和行
（59）

＜令和3年3月＞
高校卒

英語入門演習
実用英語
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
英会話入門
基礎英会話
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

英語入門演習
実用英語
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
英会話入門
基礎英会話
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

英語入門演習
実用英語
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
英会話入門
基礎英会話
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

英語入門演習(Freshman English
Ⅰ)
実用英語(Freshman English Ⅱ)
総合英語Ⅰ(Basic EnglishⅠ)
総合英語Ⅱ(Basic EnglishⅡ)
英会話入門　　　ケラウェイ他へ
基礎英会話
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

専 講師

アシュリーマイケルハイアット
Ashley Michael Hyatt

（46）
＜平成31年４月＞

Master of Arts with a Major in
English
（米国）

専 講師

アシュリーマイケルハイアット
Ashley Michael Hyatt

（47）
＜平成31年４月＞

Master of Arts with a Major in
English
（米国）

専 講師

アシュリーマイケルハイアット
Ashley Michael Hyatt

（44）
＜平成31年４月＞

Master of Arts with a Major in
English
（米国）

専 講師

アシュリーマイケルハイアット
Ashley Michael Hyatt

（45）
＜平成31年４月＞

Master of Arts with a Major in
English
（米国）

英語入門演習
実用英語

英語入門演習
実用英語

兼任 講師

フォストンサイモンウィリアム
Foston Simon William

（46）
＜令和2年4月＞

Master of Arts English
（英国） 兼任 講師

フォストンサイモンウィリアム
Foston Simon William

（46）
＜令和2年4月＞

Master of Arts English
（英国）

専 講師

ケラウェイ　デイヴィッド
Kellaway David

（64）
＜令和3年4月＞

教育学博士
（英国）

Freshman English Ⅰ
Freshman English Ⅱ
Basic EnglishⅠ
Basic EnglishⅡ
英会話入門
基礎英会話
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

Freshman English Ⅰ
Freshman English Ⅱ
Basic EnglishⅠ
Basic EnglishⅡ
英会話入門
基礎英会話
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

専 講師

ケラウェイ　デイヴィッド
Kellaway David

（63）
＜令和3年4月＞

教育学博士
（英国）

兼任 講師

ナカホリ　キヨサト
中堀　清哲

（54）
＜令和4年4月＞

専門学校卒

Freshman English Ⅰ
Freshman English Ⅱ

兼任 講師

グレゴリー ドウセン
Gregory　Dosen

（53）
＜令和4年4月＞

（カナダ）

Basic EnglishⅠ
Basic EnglishⅡ
ビジネス英語Ⅰ
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

専 講師

マツモト　ダイスケ
松元　大祐

（45）
＜平成31年4月＞

専門学校卒
専 講師

マツモト　ダイスケ
松元　大祐
（46）

＜平成31年4月＞
専門学校卒

航空法の実務的運用（実技）
航空機調整工学（実技）

専 講師

ミヤタ　ハルオ
宮田　晴雄

（69）
＜平成31年４月＞

高校卒

兼任 講師

クボ　トシタカ
久保　敏宝

（65）
＜平成31年４月＞

高校卒

航空法の実務的運用（実技）
航空機調整工学（実技）

航空法の実務的運用（実技）
航空機調整工学（実技）
航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空法の実務的運用（実技）
航空機調整工学（実技）
航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

航空法の実務的運用（実技）
航空機調整工学（実技）
航空機システム工学（実技）
航空機装備品工学（実技）
航空従事者実地試験対策ゼミ

専 講師

クボ　トシタカ
久保　敏宝

（63）
＜平成31年４月＞

高校卒
専 講師

クボ　トシタカ
久保　敏宝

（64）
＜平成31年４月＞

高校卒
専 講師

クボ　トシタカ
久保　敏宝

（62）
＜平成31年４月＞

高校卒

兼担 教授

トウキン　イチロウ
當金　一郎

（64）
＜平成31年４月＞
博士（学術）

技術と経営
情報メディアの活用
ベンチャービジネス論

技術と経営
情報メディアの活用
ベンチャービジネス論

技術と経営
情報メディアの活用
ベンチャービジネス論

技術と経営
情報メディアの活用
ベンチャービジネス論
情報リテラシー　→野田へ
電気回路基礎
電気回路
確率論・統計学　→近藤へ
応用統計学

技術と経営
情報メディアの活用
ベンチャービジネス論
電気回路基礎
電気回路
応用統計学

兼担 教授

トウキン　イチロウ
當金　一郎
（62）

＜平成31年４月＞
博士（学術）

兼担 教授

トウキン　イチロウ
當金　一郎

（63）
＜平成31年４月＞
博士（学術）

兼担 教授

トウキン　イチロウ
當金　一郎

（60）
＜平成31年４月＞

博士（学術）

兼担 教授

トウキン　イチロウ
當金　一郎
（61）

＜平成31年４月＞
博士（学術）

通信工学基礎
通信工学

通信工学基礎
通信工学

通信工学基礎　→高橋へ
通信工学　→高橋・原山へ

ネットワークコンピュータ
異文化交流Ⅰ
異文化交流Ⅱ

兼担 教授

サイ　バイコウ
斉　培恒
（57）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

サイ　バイコウ
斉　培恒
（58）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

サイ　バイコウ
斉　培恒
（55）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

サイ　バイコウ
斉　培恒
（56）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

イタクラ　アキラ
板倉　朗
（67）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

機械（含実習） 機械（含実習） 機械（含実習）
機械（含実習）
継続的改善の進め方Ⅰ
継続的改善の進め方Ⅱ

機械（含実習）
継続的改善の進め方Ⅰ
継続的改善の進め方Ⅱ

兼担 教授

イタクラ　アキラ
板倉　朗
（65）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

イタクラ　アキラ
板倉　朗
（66）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

イタクラ　アキラ
板倉　朗
（63）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

イタクラ　アキラ
板倉　朗
（64）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

材料力学基礎
材料力学
機械制御
機械工学基礎概論
応用材料力学

材料力学基礎
材料力学
機械制御
機械工学基礎概論
応用材料力学

材料力学基礎
材料力学
機械制御
機械工学基礎概論
応用材料力学

兼担 教授

ミヤギ　ノリオ
宮城　雅夫
（69）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

ミヤギ　ノリオ
宮城　雅夫

（67）
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

ミヤギ　ノリオ
宮城　雅夫
（68）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 准教授

ミツマル　ヒロシ
満丸　浩
（62）

＜令和3年4月＞
技術経営修士

材料力学基礎
材料力学
機械制御
機械工学基礎概論
応用材料力学

材料力学基礎
材料力学
機械制御
機械工学基礎概論
応用材料力学

兼担 准教授

ミツマル　ヒロシ
満丸　浩
（61）

＜令和3年4月＞
技術経営修士

兼任 講師

ヤマモト　カンジ
山元　完二

（71）
＜平成31年4月＞

教育学修士

微分積分学
応用微分積分
線形代数
微分方程式
統計学

微分積分学
応用微分積分
線形代数
微分方程式
統計学

微分積分学
応用微分積分
線形代数
微分方程式
統計学

微分積分学
応用微分積分
線形代数
微分方程式
統計学

微分積分学
応用微分積分
線形代数
微分方程式
統計学

兼担 教授

ヤマモト　カンジ
山元　完二
（69）

＜平成31年4月＞
教育学修士

兼任 講師

ヤマモト　カンジ
山元　完二

（70）
＜平成31年4月＞

教育学修士
兼担 教授

ヤマモト　カンジ
山元　完二

（67）
＜平成31年4月＞

教育学修士
兼担 教授

ヤマモト　カンジ
山元　完二
（68）

＜平成31年4月＞
教育学修士

兼担 教授

イワモト　シンイチ
岩元　慎一

（69）
＜平成31年4月＞
学士（体育）

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

体育実技Ⅰ
体育実技Ⅱ

兼担 教授

イワモト　シンイチ
岩元　慎一
（67）

＜平成31年4月＞
学士（体育）

兼担 教授

イワモト　シンイチ
岩元　慎一

（68）
＜平成31年4月＞
学士（体育）

兼担 教授

イワモト　シンイチ
岩元　慎一

（65）
＜平成31年4月＞
学士（体育）

兼担 教授

イワモト　シンイチ
岩元　慎一
（66）

＜平成31年4月＞
学士（体育）

介護福祉概説 介護福祉概説

兼担 教授

ヒライ　ショウサブロウ
平井　正三朗

（63）
＜平成31年4月＞
博士（学術）

兼担 教授

ヒライ　ショウサブロウ
平井　正三朗

（64）
＜平成31年4月＞
博士（学術）

専 講師

ハマダ　ヒロシ
濵田　博
（59）

＜令和4年4月＞
高校卒

航空機調整工学(実技)
航空機修理工学(実技)
航空エンジン工学(実技)
航空機運用工学(実技)
航空機基本技術工学(実技)
航空従事者実地試験対策ゼミ
卒業研究

専 講師

コンドウ　ユウキ
近藤　雄基

（40）
＜令和4年4月＞
博士（情報科学）

AIと社会
データサイエンス入門Ⅰ
データサイエンス入門Ⅱ
確率論・統計学
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 准教授

トクナガ　ケンジ
徳永　健至

（53）
＜令和4年4月＞
修士（工学）

建築工学基礎概論

兼担 助教

キナ　マサシ
喜納　昌司

（37）
＜平成23年4月＞
学士（工学）

機械要素設計

兼担 講師

タケダ　タカヒロ
武田　隆宏

（35）
＜平成28年4月＞
博士（工学）

工業力学基礎
工業力学

介護福祉概説 介護福祉概説

兼担 講師

クボ　ヒロオ
久保　裕男

（69）
＜令和2年4月＞

修士（社会福祉学）
兼担 講師

クボ　ヒロオ
久保　裕男

（70）
＜令和2年4月＞

修士（社会福祉学）

兼担 准教授

ナガイシ　ハツヒロ
永石　初弘

（61）
＜平成31年4月＞
修士（工学）

電子回路基礎
電子回路
電子計測基礎
電子計測

電子回路基礎
電子回路
電子計測基礎
電子計測

電子回路基礎
電子回路
電子計測基礎
電子計測

電子回路基礎
電子回路
電子計測基礎
電子計測

電子回路基礎
電子回路
電子計測基礎
電子計測

兼担 准教授

ナガイシ　ハツヒロ
永石　初弘
（59）

＜平成31年4月＞
修士（工学）

兼担 准教授

ナガイシ　ハツヒロ
永石　初弘

（60）
＜平成31年4月＞
修士（工学）

兼担 准教授

ナガイシ　ハツヒロ
永石　初弘

（57）
＜平成31年4月＞
修士（工学）

兼担 准教授

ナガイシ　ハツヒロ
永石　初弘
（58）

＜平成31年4月＞
修士（工学）

情報リテラシー
ネットワークコンピュータ
通信工学基礎

情報リテラシー
ネットワークコンピュータ
通信工学基礎

情報リテラシー　→當金へ
ネットワークコンピュータ　→斉へ
通信工学基礎　→高橋へ

兼担 准教授

ナカシゲ　ムツヒロ
中茂　睦裕
（44）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 准教授

ナカシゲ　ムツヒロ
中茂　睦裕

（42）
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 准教授

ナカシゲ　ムツヒロ
中茂　睦裕
（43）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

機械力学基礎
機械要素設計

機械力学基礎
機械要素設計

工業力学基礎
工業力学
機械力学基礎　→古川へ
機械要素設計

工業力学基礎　→武田へ
工業力学　→武田へ
機械要素設計　→喜納へ

兼担 教授

オオエ　カズトシ
大惠　克俊
（50）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

オオエ　カズトシ
大惠　克俊

（50）
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 准教授

オオエ　カズトシ
大惠　克俊

（48）
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 教授

オオエ　カズトシ
大惠　克俊
（49）

＜平成31年4月＞
博士（工学）

建築工学基礎概論 建築工学基礎概論

兼担 准教授

カワハラ　ヨウコ
河原　洋子

（53）
＜平成31年4月＞
博士（世界遺産）

兼担 教授

カワハラ　ヨウコ
河原　洋子
（54）

＜平成31年4月＞
博士（世界遺産）

建築工学基礎概論 建築工学基礎概論

兼担 助教

イ　ジヒョン
李　志炯

Lee Jihyeong
（39）

＜令和2年4月＞
博士（工学） 兼担 講師

イ　ジヒョン
李　志炯

Lee Jihyeong
（40）

＜令和2年4月＞
博士（工学）

やさしい哲学
現代社会に生きる倫理
英語入門演習
実用英語
基礎ドイツ語
ドイツ語
就業力演習

やさしい哲学
現代社会に生きる倫理
英語入門演習
実用英語
基礎ドイツ語
ドイツ語
就業力演習

やさしい哲学
現代社会に生きる倫理
英語入門演習　→重久へ
実用英語　→重久へ
基礎ドイツ語
ドイツ語
就業力演習　→福永へ

やさしい哲学
現代社会に生きる倫理
基礎ドイツ語
ドイツ語

兼担 准教授

チネン　キヨシ
知念　潔
（66）

＜平成31年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

チネン　キヨシ
知念　潔
（66）

＜平成31年4月＞
修士（文学）

兼担 准教授

チネン　キヨシ
知念　潔
（64）

＜平成31年4月＞
修士（文学）

兼担 准教授

チネン　キヨシ
知念　潔
（65）

＜平成31年4月＞
修士（文学）

兼任 講師

シゲヒサ　ムツミ
重久　　睦

（67）
＜平成3年4月＞
学士（教育学）

Freshman English Ⅰ
Freshman English Ⅱ

Freshman English Ⅰ
Freshman English Ⅱ

兼任 講師

シゲヒサ　ムツミ
重久　　睦
（66）

＜平成3年4月＞
学士（教育学）

電気回路基礎
電気回路
職業指導
電気工学基礎概論

電気回路基礎
電気回路
職業指導
電気工学基礎概論

電気回路基礎　→當金へ
電気回路　→當金へ
職業指導
電気工学基礎概論

兼担 准教授

トクナガ　ヒロヒト
德永　博仁
（67）

＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼担 准教授

トクナガ　ヒロヒト
德永　博仁

（65）
＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼担 准教授

トクナガ　ヒロヒト
德永　博仁
（66）

＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼担 准教授

オオヤマ　リョウイチ
大山　良一

（61）
＜平成3年4月＞
学士（工学）

職業指導
電気工学基礎概論
総合演習基礎

職業指導
電気工学基礎概論
総合演習基礎

兼担 准教授

オオヤマ　リョウイチ
大山　良一
（60）

＜平成3年4月＞
学士（工学）

金属加工（含製図・実習）
電気（含実習）
栽培（含実習）
総合演習基礎
総合演習応用

金属加工（含製図・実習）
電気（含実習）
栽培（含実習）
総合演習基礎
総合演習応用

金属加工（含製図・実習）→大脇へ
電気（含実習）
栽培（含実習）
総合演習基礎　→竹下・大山へ
総合演習応用　→竹下へ

兼担 准教授

ナカゾノ　マサヒコ
中薗　政彦
（72）

＜平成31年4月＞
学士（教育）

兼担 准教授

ナカゾノ　マサヒコ
中薗　政彦

（70）
＜平成31年4月＞
学士（教育）

兼担 准教授

ナカゾノ　マサヒコ
中薗　政彦
（71）

＜平成31年4月＞
学士（教育）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

兼担 准教授

クラモト　ケンイチ
倉本　賢一

（44）
＜平成3年4月＞
修士（教育学）

電気（含実習）
栽培（含実習）

電気（含実習）
栽培（含実習）

兼担 准教授

クラモト　ケンイチ
倉本　賢一

（43）
＜平成3年4月＞
修士（教育学）

兼担 教授

ヤマダ　タケシ
山田　猛矢

(47)
＜平成31年4月＞
博士（工学）

基礎物理
電磁気学基礎
電磁気学

基礎物理
電磁気学基礎
電磁気学

基礎物理
電磁気学基礎
電磁気学

基礎物理
電磁気学基礎
電磁気学

基礎物理
電磁気学基礎
電磁気学

兼担 准教授

ヤマダ　タケシ
山田　猛矢

(45)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 准教授

ヤマダ　タケシ
山田　猛矢

(46)
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼担 講師

ヤマダ　タケシ
山田　猛矢

(43)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 准教授

ヤマダ　タケシ
山田　猛矢

(44)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 教授

ナンバ　レイジ
難波　礼治

(46)
＜平成31年４月＞
博士（工学）

木材加工（含製図・実習） 木材加工（含製図・実習） 木材加工（含製図・実習） 木材加工（含製図・実習） 木材加工（含製図・実習）

兼担 准教授

ナンバ　レイジ
難波　礼治

(44)
＜平成31年４月＞
博士（工学）

兼担 教授

ナンバ　レイジ
難波　礼治

(45)
＜平成31年４月＞
博士（工学）

兼担 講師

ナンバ　レイジ
難波　礼治

(42)
＜平成31年４月＞

博士（工学）
兼担 准教授

ナンバ　レイジ
難波　礼治

(43)
＜平成31年４月＞
博士（工学）

兼担 准教授

フクナガ　トモヤ
福永　知哉

(45)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

数学入門
微分積分学
基礎物理
就業力演習
情報とコンピュータ（含実習）

数学入門
微分積分学
基礎物理
就業力演習
情報とコンピュータ（含実習）

数学入門
微分積分学
基礎物理
就業力演習
情報とコンピュータ（含実習）

数学入門
微分積分学
基礎物理
就業力演習
情報とコンピュータ（含実習）

数学入門
微分積分学
基礎物理
就業力演習
情報とコンピュータ（含実習）

兼担 准教授

フクナガ　トモヤ
福永　知哉

(43)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 准教授

フクナガ　トモヤ
福永　知哉

(44)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 講師

フクナガ　トモヤ
福永　知哉

(41)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 准教授

フクナガ　トモヤ
福永　知哉

(42)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

英語入門演習
実用英語
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ
日本語講座A

英語入門演習
実用英語
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ
日本語講座A

英語入門演習
実用英語
総合英語Ⅰ
総合英語Ⅱ
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ
日本語講座A　→本田へ

兼担 准教授

ムラカミ　ミホ
村上　美穂

(52)
＜平成31年4月＞
学士（外国文化）

兼担 講師

ムラカミ　ミホ
村上　美穂

(50)
＜平成31年4月＞
学士（外国文化）

兼担 准教授

ムラカミ　ミホ
村上　美穂

(51)
＜平成31年4月＞
学士（外国文化）

兼担 講師

ケラウェイ　ヒロコ
Kellaway　宏子

(53)
＜令和3年4月＞

Master of Education

Freshman English Ⅰ
Freshman English Ⅱ
Basic EnglishⅠ
Basic EnglishⅡ
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

Freshman English Ⅰ
Freshman English Ⅱ
Basic EnglishⅠ
Basic EnglishⅡ
実用英会話
ビジネス英語Ⅰ

兼担 講師

ケラウェイ　ヒロコ
Kellaway　宏子

(52)
＜令和3年4月＞

Master of Education

兼任 講師

ホンダ　サヤカ
本田　佐也佳

(36)
＜令和3年4月＞
学士(心理学)

日本語講座Ⅰ 日本語講座Ⅰ

兼任 講師

ホンダ　サヤカ
本田　佐也佳

(35)
＜令和3年4月＞
学士(心理学)

兼担 准教授

タケシタ　シュンイチ
竹下　俊一

(55)
＜平成31年4月＞
学士（工学）

数学入門
工学基礎数学
インターンシップ（事前指導）
インターンシップ

数学入門
工学基礎数学
インターンシップ（事前指導）
インターンシップ

数学入門
工学基礎数学
インターンシップ（事前指導）
インターンシップ

数学入門
工学基礎数学
インターンシップ（事前指導）
インターンシップ
総合演習基礎
総合演習応用
幾何学

数学入門
工学基礎数学
インターンシップ（事前指導）
インターンシップ
総合演習基礎
総合演習応用
幾何学

兼担 准教授

タケシタ　シュンイチ
竹下　俊一

(53)
＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼担 准教授

タケシタ　シュンイチ
竹下　俊一

(54)
＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼担 講師

タケシタ　シュンイチ
竹下　俊一

(51)
＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼担 准教授

タケシタ　シュンイチ
竹下　俊一

(52)
＜平成31年4月＞
学士（工学）

兼担 助教

トクヤマ　ティダ
徳山　ティダ

(44)
＜平成31年4月＞

Bachelor of Sclennce

英語入門演習
実用英語
英会話入門
基礎英会話
ビジネス英語Ⅱ
日本語講座A

英語入門演習
実用英語
英会話入門
基礎英会話
ビジネス英語Ⅱ
日本語講座A

英語入門演習
実用英語
英会話入門
基礎英会話
ビジネス英語Ⅱ
日本語講座A

英語入門演習
実用英語
英会話入門
基礎英会話
ビジネス英語Ⅱ
日本語講座A
技術英語

英語入門演習
実用英語
英会話入門
基礎英会話
ビジネス英語Ⅱ
日本語講座A
技術英語

兼担 助教

トクヤマ　ティダ
徳山　ティダ

(42)
＜平成31年4月＞

Bachelor of Sclennce

兼担 助教

トクヤマ　ティダ
徳山　ティダ

(43)
＜平成31年4月＞

Bachelor of Sclennce

兼担 助教

トクヤマ　ティダ
徳山　ティダ

(40)
＜平成31年4月＞

Bachelor of Sclennce

兼担 助教

トクヤマ　ティダ
徳山　ティダ

(41)
＜平成31年4月＞

Bachelor of Sclennce

兼担 准教授

イワモト　イズミ
岩元　泉
(50)

＜平成31年４月＞
学士（工学）

土木工学基礎概論 土木工学基礎概論 土木工学基礎概論 土木工学基礎概論 土木工学基礎概論

兼担 講師

イワモト　イズミ
岩元　泉
(48)

＜平成31年４月＞
学士（工学） 兼担 講師

イワモト　イズミ
岩元　泉
(49)

＜平成31年４月＞
学士（工学）兼担 助教

イワモト　イズミ
岩元　泉
(46)

＜平成31年４月＞
学士（工学） 兼担 講師

イワモト　イズミ
岩元　泉
(46)

＜平成31年４月＞
学士（工学）

世界の地理と歴史
政治と文化
現代社会の諸相
経営学総論
マーケティング論
産業と人間

世界の地理と歴史
政治と文化
現代社会の諸相
経営学総論
マーケティング論
産業と人間

世界の地理と歴史
政治と文化
現代社会の諸相
経営学総論
マーケティング論
産業と人間

世界の地理と歴史
政治と文化
現代社会の諸相
経営学総論
マーケティング論
産業と人間
リーダーシップ論

兼任 教授

イシダオ　ヒロオ
石田尾　博夫

(72)
＜平成31年4月＞
博士（経済学）

兼任 教授

イシダオ　ヒロオ
石田尾　博夫

(72)
＜平成31年4月＞
博士（経済学）

兼任 教授

イシダオ　ヒロオ
石田尾　博夫

(70)
＜平成31年4月＞
博士（経済学）

兼任 教授

イシダオ　ヒロオ
石田尾　博夫

(71)
＜平成31年4月＞
博士（経済学）

兼任 准教授

シモトヨドメ　カナ
下豊留　佳奈

(29)
＜令和4年4月＞
学士（文学）

世界の地理と歴史
現代社会の諸相
経営学総論
マーケティング論

化学入門
高分子化学

兼任 講師

キッテ（タラシマ）　スミタカ
　切手(田良島)　純孝

(71)
　＜平成31年4月＞
学士（工業化学）
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専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　 兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　 の別　 の別　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

担当授業科目名 担当授業科目名 担当授業科目名担当授業科目名 担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

兼担 教授

オオワキ　ヤスヒロ
大脇　康博

(50)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

化学入門
高分子化学

金属加工（含製図・実習） 金属加工（含製図・実習）

兼担 教授

オオワキ　ヤスヒロ
大脇　康博

(49)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 教授

オオワキ　ヤスヒロ
大脇　康博

(47)
＜平成31年4月＞
修士（理学）

兼担 教授

ナガタ　マサアキ
永田　正明

(61)
＜令和2年4月＞

教育学修士

化学入門 化学入門 化学入門

兼担 准教授

ナガタ　マサアキ
永田　正明

(60)
＜令和2年4月＞

教育学修士
兼担 教授

ナガタ　マサアキ
永田　正明

(60)
＜令和2年4月＞

教育学修士

兼任 教授

セキグチ　コウジ
関口　晃治

(50)
＜平成31年4月＞
博士（法学）

日本国憲法
法学

日本国憲法
法学

日本国憲法
法学

日本国憲法
法学

日本国憲法
法学

兼任 講師

セキグチ　コウジ
関口　晃治

(48)
＜平成31年4月＞
博士（法学）

兼任 講師

セキグチ　コウジ
関口　晃治

(49)
＜平成31年4月＞
博士（法学）

兼任 講師

セキグチ　コウジ
関口　晃治

(46)
＜平成31年4月＞
博士（法学）

兼任 講師

セキグチ　コウジ
関口　晃治

(48)
＜平成31年4月＞
博士（法学）

ＡＴＣプロシジャ－ ＡＴＣプロシジャ－ ※６へ

兼任 講師

 ナカムラ　アキカズ
中村　章和

(63)
＜平成31年４月＞

大学校卒
兼任 講師

 ナカムラ　アキカズ
中村　章和

(64)
＜平成31年４月＞

大学校卒

航空機構造
飛行力学と制御
ロケット設計製図
航空工学実験※

航空機構造
飛行力学と制御
ロケット設計製図
航空工学実験※

飛行力学と制御　→古川・山本(淳)
へ
航空工学実験※

航空工学実験※　→徳永へ

兼任 講師

　イシダ　タクロウ
石田　拓郎

(37)
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

　イシダ　タクロウ
石田　拓郎

(38)
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

　イシダ　タクロウ
石田　拓郎

(35)
＜平成31年4月＞
博士（工学）

兼任 講師

　イシダ　タクロウ
石田　拓郎

(36)
＜平成31年4月＞
博士（工学）

航空気象

兼任 講師

カネザワ　ススム
兼沢　進
(72)

＜平成31年４月＞
工学士

航空気象

兼任 講師

タバタ　アキラ
田畑　　明

(68)
＜平成31年４月＞

工学士

兼担 助教

マツダ　ショウタ
松田　翔太

(26)
＜令和3年4月＞
学士（工学）

ＡＩと社会
データサイエンス入門Ⅰ
データサイエンス入門Ⅱ
プログラミング入門Ⅰ
プログラミング入門Ⅱ

プログラミング入門Ⅰ
プログラミング入門Ⅱ

兼担 助教

マツダ　ショウタ
松田　翔太

(25)
＜令和3年4月＞
学士（工学）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は削除せず、斜線を入れてください。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【令和２年度】
１　学修環境改善のため、髙口教授（在職）の担当科目を杉安教授（在職）が一部引き継ぎ。
２　中村教授（定年退職）に対応し、高橋教授（在職）と齋藤教授（在職）と北村教授（在職）と島藤准教授（新規）と勝又准教授（在職）が科目引き継ぎ。
３　山下教授（定年退職）に対応し、須山教授（新規）と島藤准教授（新規）と島津准教授（新規）とが科目引継ぎ。
４　学修環境改善のため、森教授（在職）の担当科目を島津准教授（新規）と勝又准教授が一部引き継ぎ。
５　松元講師（依願退職）に対応し、久保講師（在職）が科目引継ぎ。
６　平井教授（依願退職）に対応し、久保講師（新規）が科目引継ぎ。
７　河原教授（依願退職）に対応し、李助教（在職）が科目引継ぎ。
８　田畑講師（契約非更新）に対応し、島津准教授（新規）が科目引継ぎ。
９　学修環境改善のため、大脇教授（在職）の担当科目を永田准教授（新規）が一部引き継ぎ。
10　学修環境改善のため、勝又准教授（在職）の担当科目を楠原講師（新規）が一部引き継ぎ。
11　学修環境改善のため、ハイアット講師（在職）の担当科目をフォスト講師（新規）が一部引き継ぎ。

【令和３年度】
１　勝又准教授(依願退職)に対応し、小林助教(新規)が科目引継ぎ。
２　北村准教授(休職)に対応し、山本行夫兼任准教授(新規)が科目引継ぎ。
３　酒井・安間講師(定年退職)に対応し、原山准教授・野口講師(新規)が科目引継ぎ。
４　ハイアット講師(休職)に対応し、ケラウェイ講師(新規)が科目引継ぎ。
５　高橋教授定年退職後、兼任講師として科目引継ぐとともに、一部齋藤教授と兼任。
６　髙口教授定年退職後、兼任講師として科目引継ぎ。

【令和４年度】
１　髙口兼任講師の科目を、徳永教授(新規)が引継ぎ。
２　ハイアット講師(依願退職)に対応し、デイビッド講師(新規)が科目引継ぎ。
３　髙橋兼任講師の科目の多くを、濵田講師(新規)等で分担引継ぎ。
４　野口講師(依願退職)に対応し、原山教授が科目引継ぎ。

　　　　 　　　　

【令和元年度】
１　脇教授（定年退職）に対応し、山本教授（新規）が科目引き継ぎ。
２　本田准教授（嘱託雇用満了退職）に対応し、高橋教授（在職）と齊藤教授（新規）が科目引き継ぎ。
３　楠原教授（嘱託雇用満了退職）に対応し、中村教授（新規）が科目引き継ぎ。
４　学修環境改善のため、森教授（在職）の担当科目を北村准教授（新規）が一部引き継ぎ。
５　宮田講師（嘱託雇用継続終了退職）に対応し、久保講師（新規）が引き継ぎ。
６　学修環境改善のため、岡田教授（新規）がシミュレーター（基礎・応用計器）を担当
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、認可で設置された学部等の場合は、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、

　　　　教員審査を受審済みであり、完成年度までに就任する教員数を加えた数を、届出で設置された学部等の場合は、

　　　　「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、完成年度までに就任することが決定している教員数を加えた数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65
60

3 3

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
3

= ％
15

20

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
15
16

= 93.75 ％

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

8 2

歳 名 名

年齢構成

2

　（２）－③　年齢構成

6 0 16
10 2

［　2　］ ［　0　］ ［ △4 ］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

14 7

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

0

［　2　］ ［　0　］ ［ △4 ］ ［ 1 ］ ［ △1 ］

10 2 2 1 15

［ 1 ］ ［ △1 ］

10 2 2 1 15

(10) (3) (5)

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

［ 0 ］

0

［ 0 ］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

0 (18)

1 15

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

４ 講師 アシュリー・ハイアット R3.5

R3.9.20付、健康上の事情により退職（R3）

選択 航空機修理基礎Ⅱ ①

選択 航空機構成部品工学Ⅰ ①

選択 航空機構成部品工学Ⅱ ①

①

選択 航空機構成部品工学Ⅲ ①

選択 航空従事者実地試験対策ゼミ ①

①

必修 卒業研究

５ 講師 野口　和行 R3.9

選択 航空機修理基礎Ⅰ ①

選択 航空機基本技術工学（実技）

①

①

R3.6.28付、健康上の事情により退職（R3）

必修 Freshman English Ⅱ ①

選択 Basic English Ⅰ ①

選択 英会話入門

選択 Freshman English Ⅰ

選択 Basic English Ⅱ

選択 ビジネス英語Ⅰ

①

①

選択 基礎英会話 ①

選択 実用英会話 ①

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

0 自由 0

計 35 科目 計 32 計 3

5 人
自由 0 科目 自由 0 自由

計 0

3 必修 0 必修 0

選択 32 科目 選択 29

必修 3 科目 必修

選択 3 選択 0

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

②

R3.4.30付、健康上の事情により退職（R3）

選択 シュミレーター（応用計器Ⅱ） ①

選択 操縦法Ⅲ（IR） ①

選択 計器飛行（BIF/AIF)

航空法Ⅱ（米連邦航空法） ①

選択 双発機の性能 ①

３ 准教授 北村　暢啓 R3.4

選択 シュミレーター（CPL+BIF)

選択 航空機取扱Ⅱ（G58) ①

必須 卒業研究 ①

①

選択 航空法規 ①

選択 航空機の運航と安全確認Ⅰ・Ⅱ ②

２ 准教授 勝又　明志 R2.9

選択 航空英語Ⅰ ①

R2.9.30付、家庭の事情により退職（R2）

選択 航空機取扱Ⅰ（セスナ） ①

選択 操縦法Ⅰ（PPL） ①

選択

選択 米連邦航空基礎知識 ①

選択 飛行・航空計器 ②

シュミレーター（PPL) ①

選択

辞任等の理由

１ 講師 松元　大祐 R2.3

選択 航空機システム工学 ①

R2.3.31付、家庭の事情により退職（R2）選択

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況

航空機装備品工学 ①

選択 航空従事者実地試験対策ゼミ ①

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

計 0

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

0 人

計 0 科目 計 0 計 0

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

0 必修 0 必修 0

選択 0 選択 0選択 0 科目 選択 0

必修 0 科目 必修

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

就任を辞退した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

該当者なし。

（３） 専任教員辞任等の理由

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由
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　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

　（３）－⑤　令和３年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

2 人

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

=
5

= 31.25 ％
16

5 人

計 35 科目 計 32 計 3

3 必修 0

計 0

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

必修 0

選択 32 科目 選択 29

必修 3 科目 必修

選択 3 選択 0

合計（Ｄ）＋（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

辞任等した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）
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選択 航空法整備Ⅱ ②

必須 卒業研究 ①

選択 航空機装備品工学（実技） ②

選択 航空法整備Ⅰ ②

選択 航空機構成部品工学Ⅱ ②

選択 航空機システム工学（実技） ②

選択 電子計測基礎 ②

選択 航空機計器 ②

②

選択 電磁気学 ②

選択 航空機運用工学（実技） ②

選択 航空従事者実地試験対策ゼミ ①

R3.3.31付け71歳で嘱託雇用更新終了退職（R3）

必須 航空力学基礎 ②

選択 航空力学 ②

選択 航空宇宙材料 ②

選択 航空整備管理 ②

選択 航空整備ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ①

航空機システム ②

選択 航空英語Ⅰ ①

選択 航空英語Ⅱ ①

8 教授 高橋　成男

選択 日本語講座Ｂ ②

選択 航空機構造力学 ②

選択

選択 航空機修理工学（実技） ②

選択 航空エンジン工学（実技） ②

選択 航空機構成部品工学Ⅲ ②

選択 航空機調整工学（実技） ②

選択 電磁気学基礎

R3.3.31付け67歳で嘱託雇用更新終了退職（R3）

選択 宇宙工学概論 ②

選択 ロケットエンジン ②

選択 電気推進 ②
7 教授 髙口　裕芝

選択 宇宙科学概論 ②

選択 伝熱工学 ①

選択 航空工学実験 ①

選択 航空宇宙材料 ①

必須 卒業研究 ①

R2.3.31付け71歳で嘱託雇用更新終了退職（R2）

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（事業用） ①

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（事業用多発） ①

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（基礎計器） ①

選択 飛行機操縦法 ①

必修 卒業研究 ①

ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（応用計器） ①

選択 空中航法Ⅱ ①

選択 TRINING GUIDE(ﾋﾞｷﾞﾅｰｽﾞ) ①

必修 卒業研究 ①

6 教授 山下　芳幸

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（自家用） ①

選択

ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（基礎計器） ①

選択 TRINING GUIDE(ﾋﾞｷﾞﾅｰｽﾞ) ①

選択 飛行機操縦法 ①

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（応用計器） ①

選択 空中航法Ⅱ ①

H31.3.31付け70歳で嘱託雇用更新終了退職（R1）
選択 航空機調整工学（実技） ①

5 教授 中村　章和

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（自家用） ①

4 講師 宮田　晴雄
選択 航空機の実務的運用（実技） ①

R2.3.31付け71歳で嘱託雇用更新終了退職（R2）

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（事業用） ①

選択 ｼﾐｭﾚｰﾀｰ（事業用多発） ①

選択

H31.3.31付け65歳で嘱託雇用満了退職（R1）

選択 電磁気学 ①

選択 航空機システム ①

選択 電子計測基礎 ①
3 准教授 本田　文明

選択 電磁気学基礎 ①

選択 航空機計器 ①

選択 航空機構成部品工学Ⅱ ①

選択 航空機ｼｽﾃﾑ工学（実技） ①

選択 航空機装備品工学（実技） ①

H31.3.31付け70歳で嘱託雇用満了退職（R1）

選択 航空法Ⅰ ①

選択 航空交通管制 ①

選択 航空法整備Ⅰ ①2 教授 楠原　利行

選択 事故と安全 ①

選択

１ 教授 脇　裕之

航空法整備Ⅱ ①

選択 航空法の実務的運用（実技） ①

必修 卒業研究 ①

①

選択 航空機設計製図Ⅰ ①

選択 航空機設計製図Ⅱ

選択 航空機構造力学 ①

H31.3.31付け65歳で定年退職（R1）

必修 技術者倫理 ①

必修 熱力学基礎 ①

選択 熱力学 ①

必修 修学基礎 ①

選択 推進工学 ①

選択

選択 航空工学実験 ①

必修 卒業研究 ①

ジェットエンジン

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

①

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

　当初の専任教員は、いずれも学園規程集に定める定年に達する教員であることは承知していたものの、本人の見識及び経験の豊富さを評
価したうえで、学園規定中の「理事長が特に必要と認めるときは、満６５歳以降の勤務の継続を認めることができる」とする定年規則を準
用し、勤務を継続したが、本人の意向等を踏まえ退職、新たに後任教員を補充することとなった。
　学生へは、入学時の保護者説明会及びオリエンテーションの場を活用し、周知を図っているところである。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

12 人

計 103 科目 計 69 計 34

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

自由 0 科目 自由 0 自由 0 自由 0

9 必修 1 必修 0

選択 33 選択 0選択 93 科目 選択 60

必修 10 科目 必修

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

選択 航空従事者実地試験対策ゼミ ①

11 准教授 山本　行夫

選択 シミュレーター（CPL+BIF) ①

R4.3.31付け69歳で嘱託雇用更新終了退職（R3）

R3.3.31付け67歳で嘱託雇用更新終了退職（R3）

選択 航空機修理基礎Ⅱ ①

選択 航空機構成部品工学Ⅰ ①

選択 航空機構成部品工学Ⅱ10 講師 安間　俊郎

選択 航空機修理基礎Ⅰ

9 講師 酒井　康行

①

選択 航空機構成部品工学Ⅲ ①

選択 航空機基本技術工学（実技） ①

①

R3.3.31付け67歳で嘱託雇用更新終了退職（R3）

選択 航空機修理基礎Ⅱ ①

選択 航空機構成部品工学Ⅰ ①

選択 航空機構成部品工学Ⅱ ①

選択 航空機修理基礎Ⅰ ①

選択 航空機構成部品工学Ⅲ ①

選択 航空機基本技術工学（実技） ①

選択 航空従事者実地試験対策ゼミ ①

選択 空中航法Ⅰ ②

選択 航空機の運航と安全確認Ⅰ ②

選択 航空機の運航と安全確認Ⅱ ②

②

12 講師 久保　敏宝

選択 航空法の実務的運用（実技） ②

R4.3.31付け65歳で嘱託雇用更新終了退職（R3）

選択 航空機調整工学（実技） ②

選択 航空機システム工学（実技） ②

選択 航空機装備品工学（実技） ②

選択 航空従事者実地試験対策ゼミ
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区　　　分
今後の

の実施計画

届　出　時

（平成３０年）

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

　完成年度前に、定年
規程に定める退職年齢
を超える専任教員数の
割合が高いことから、
定年規程の趣旨を踏ま
えた適切な運用に努め
るとともに、教員組織
編成の将来構想を策定
し、着実に実行するこ
と。

遵守事項

１　専任教員数の割合
　航空機操縦・整備等航空
に関しては経験豊富な実務
系教員を中心に構成したた
め、結果として年齢構成が
高くなったのは見直すべき
点と認識している。設置初
年度を前に、人事施策とし
て都築教育学園業務規則第
３節第４９条・第５０条に
基づいて届出時と開始時の
退職年齢を超える専任教員
の占有率は次のとおりであ
る。
　届出時：４９％
　開始時：３９％
　若干、解消したとはいえ
完成年度まで現編成を保持
した場合占有率は高くなる
ことが目に見えており、中
期的な人事施策が必要であ
る。完成年度までには概ね
２０％以下に改善を進めて
いく。

２　教員組織編成の将来
　構想
　　航空工学科の各専攻で
見ると、以下に示すとおり
航空整備工学専攻が最も高
い割合となっている。
航空工学専攻　　：25％（1
人/4人）
航空整備工学選考：50％（3
人/6人）
航空操縦学専攻　：38％（3
人/8人）
　航空工学部は、実務経験
が豊富な教員による実践的
な教育を行うことを目指し
ており、その結果として、
上記に示す高い割合となて
いる。
　現状のままの人員とする
と、2年後に1名、5年後に1
名退職年齢到達者が増える
ことになる。
　これらを踏まえ、退職年
齢達者の退職、新任教員の
採用を推進していく。
　特に、航空整備工学選考
の新任者採用の推進を行っ
ていく。
　なお、退職年齢に達して
いても経験豊富で優秀な教
員の維持確保は教育レベル
の維持には必要であり節調
を図りつつ、先行的に教員
の確保に努める。

履行中
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設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和元年）

設置計画履行状況

調　　査　　時

（令和２年度）

設置計画履行状況

調　　査　　時

（令和２年度）

　今後は、ＨＰのリニュー
アル、フェイスブックやツ
イッター等のウェブ環境を
継続して整備するととも
に、進学情報ウェブサイト
等を最大限活用したうえ
で、航空操縦学専攻中心の
全国説明会（北海道、東
京、名古屋、大阪、福岡、
沖縄）に併せて、航空整備
工学等の説明会を追加する
など、全国規模の広報を展
開していく。
　また、４月からは正式に
ドローンに関する講義を取
り入れるなどのカリキュラ
ム見直しを手始めに、企業
や地方自治体と連携した実
務実習及び新規就職先の開
拓、２等航空運航整備士等
の国家資格合格者の輩出を
図るなどの実績づくり、更
には、当該実績に基づく卒
業後の進路や取得可能な資
格を前面に押し出した募集
により、新しい第一工大の
魅力を発信していく計画で
ある。
　なお最終的には、航空整
備工学と航空工学分野の統
合等を検討したうえでこれ
らの施策を推進するなど、
抜本的な改革も必要と考え
ている。

履行中

　入学者のうち３６名が航
空操縦学専攻であり、航空
整備工学及び航空工学専攻
の入学者が伸び悩んでいる
ことから、県内のみならず
全国規模で様々なマスメ
ディアを活用した本学のア
ピールに力を注ぐなど、適
時適切な広報活動を実施
し、志願者数の増加及び入
学率の向上を図る。
　また、ドローン等に関連
する講義導入を模索し、試
験的に授業を取り入れるな
ど、魅力ある航空工学部を
目指し、更なる講義見直し
を図っていく計画である。

　定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想
を策定し、着実に実行
すること。

指摘事項
（改善）

　設置計画届出時、６５歳
の退職年齢を超える専任教
員の占有率は４９％であっ
たが、令和３年度４月には
２３％（４／１７名）まで
低下しおり、状況は改善さ
れつつある。

履行中

　退職年齢を超えている４
名の教員に加えて、来年度
に１名、再来年度に２名の
退職年齢到達者が増えるた
め、先行的かつ中期的な人
事施策をにより、新任教員
採用の推進を図っていく。

　入学定員未充足の改
善に努めること。（航
空工学部航空工学科）

　各種募集広報活動によ
り、令和元年度は志願者１
０２名（昨年度比1.67倍）
を集め、４９名の入学者
（昨年度比1.75倍）を得る
など、充足率は少しずつ改
善されている。

指摘事項
（改善）

履行中

　教育内容の充実等を
通じ、入学定員未充足
の改善に努めること。

指摘事項
（改善）

　令和２年度は、新型コロ
ナウイルスの感染の影響も
あり、昨年度と比較する
と、入学者数は減少した
が、届出時と比較すると志
願者９７名（1.6倍）、入学
者３８名（1.4倍）と少しづ
つ改善されている。しかし
ながら、入学者のうち３１
名が航空操縦学専攻の学生
であり、航空整備工学及び
航空工学専攻の入学者が伸
び悩んでいる。
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設置計画履行状況

調　　査　　時

（令和３年度）

設置計画履行状況

調　　査　　時

（令和３年度）

　航空整備工学及び航空工
学専攻の入学者が伸び悩ん
でいる外的要因としては、
コロナウイルスにより航空
業界全体が厳しい状況にあ
ること、予定されていた航
空説明会、各種イベントが
中止、更には、エアライン
の新規採用の中断などの影
響があるものと考えられ
る。内的要因については、
問題点を明らかにしたうえ
で、入学定員充足率の向上
を図るために学科内に会議
体を設け、その方策につい
て、具体的には、航空工学
科の更なる魅力アップ、授
業内容及び卒業研究内容の
見直し、YouTub、SNSを活用
した広報活動、更には航空
整備工学及び航空工学専攻
で協力し、ものづくりに力
点を置いた教育の実施につ
いて議論している。
　来年度から、上記内容を
踏まえ、航空整備工学専攻
と航空工学専攻において
は、１年次の授業を共通化
し、航空分野の幅広い知識
を学んだ上で２年次から各
専攻を選択できるシステム
を取り入れるべく調整を実
施中である。その目指すと
ころは、入学時、広い意味
での航空という分野に興味
を持ってもらい、その後、
学んでいく過程において学
生が選択できる環境を構築
し、航空工学科の受け皿を
広げ、２年次からでも十分
専門分野の資格取得が可能
な体制を作ることで多くの
学生を受入れ、将来の航空
分野で活躍する人材を育成
していきたいと考えてい
る。

　若年教員確保のための募
集を継続しているが、航空
操縦学専攻・航空整備工学
専攻の２専攻については、
専門性が強く、また航空会
社の定年年齢も６５歳以上
まで引き上げられた影響
で、なかなか応募にはつな
がらないのが現状である。
しかしながら、定年規程の
趣旨を踏まえつつ、中期的
スパンで教育研究の継続性
を視野に入れた教員組織と
なるよう若年教員の補充に
引き続き努める。

　定年規程に定める退
職年齢を超える専任教
員数の割合が高いこと
から、定年規程の趣旨
を踏まえた適切な運用
に努めるとともに、教
員組織編制の将来構想
を策定し、着実に実行
すること。

指摘事項
（改善）

　設置計画届出時、６５歳
の退職年齢を超える専任教
員の占有率は４９％、令和
３年４月には２３％（４／
１７名）、令和４年４月は
２０％（３／１５）まで低
下しており、状況は改善さ
れつつある。

履行中

　教育内容の充実等を
通じ、入学定員未充足
の改善に努めること。

指摘事項
（改善）

　昨年度と比較すると、入
学者数は若干減少したが、
届出時と比較すると志願者
８１名（1.3倍）、入学者３
６名（1.3倍）と少しづつ改
善されている。しかしなが
ら、入学者のうち３１名が
航空操縦学専攻の学生であ
り、航空整備工学及び航空
工学専攻の入学者が伸び悩
んでいる。

履行中
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　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当事項なし。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　ｂ　実施方法

　　１　各学科及び共通教育センターから指定された授業を「公開授業」として、全教員に公開し、実施後、参加教員
　　　による授業改善方策の為の話し合い実施
　　２　ＦＤ・ＳＤに関する討議及び学外からの講師による講演会を実施
　　３　非常勤講師を含む全ての授業に関して、「学生による授業アンケート（全16項目）」を実施（無記名）
　　４　新任教員等に対し、学園内の各学校及び事務局全業務に関する概要、大学各学科、教育課程、学生生活等に関
　　　する研修を実施。更に、Zoom及びMoodle(LMS)を活用した遠隔授業の推進に関する研修・講習会を実施。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　１　授業を指定して実施。
　　　　各教員に対し、３授業のうちどれかに出ることを義務付けており、ほぼ１００％の教員がいずれかの授業に
　　　出席
　　２　１～２回／年を標準に不定期に開催（木曜日4時間目の時間）、原則として全教職員に参加を呼びかけている。
　　　平成30年６月に「アクティブラーニングを推進する授業の展開方法とは」をテーマに実施し、参加率は８７％で
　　　あった。また、平成31年1月に「ハラスメントについて」をテーマに実施、参加率は８５％であった。令和元年
　　　６月には「国史を楽しく学ぼう」をテーマに実施、参加率は８２％であった。
　　３　授業評価アンケートを前期・後期の概ね13～15週目に実施、対象は学生全員
　　４　学生意識調査（満足度調査）：年度１回、対象：１～３年生（後期ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時）４年生（卒研発表時）
　　５　新任教員のための研修会を４月、10月に、遠隔授業推進に関する講習会を３月に実施。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　集計したアンケート結果については、各担当教員に展開し、それを基に全教員が担当科目に関する次年度の為の
　　「授業改善計画書」を作成している。その他、公開授業やＦＤ講演会への参加を通して、各教員が自身の授業を改
　　善するための知見を得られるようにしている。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　全ての授業に対して、各授業の13週目～15週目の授業の時間内に実施している。

　ａ　委員会の設置状況

　　　平成１７年度に「ＦＤ委員会」を設置（添付「第一工科大学FD委員会規定」）　　　

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　１　教員相互の公開授業及び反省会
　　２　ＦＤ・ＳＤに関する研修会（講演含む）
　　３　学生による授業評価アンケート
　　４　新任教員のための研修会・講習会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　毎年５月に年度初めの委員会を開催するほか、必要に応じて適宜開催

　　　委員は各学科及び共通教育センターから選出された教授等の６名、教学課職員1名で構成

　ｃ　委員会の審議事項等

　　１　各学部のＦＤ関連の活動の企画、支援、推進
　　２　学生及び教授等による授業評価の実施時期・内容
　　３　授業評価結果による反映事項
　　４　教員の研究活動及び学位取得の推進

７　その他全般的事項

＜航空工学部　航空工学科＞

（１） 設置計画変更事項等

①　実施体制

　　　各授業に対するアンケート結果及び授業改善計画書に関しては、ファイルにとじて、一定期間図書館にて閲覧可
　　能な状態にして公開している。また授業アンケートの全体集計結果について大学ホームページにて公開している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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　　　 該当なし。

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見
　  本学は1971年の航空工学科開設以来、数多くのパイロット、整備士、エンジニアを航空業界に輩出した教育実
　績がある。今回そのノウハウを発展させ、航空業界特有の専門職育成に特化した実践的な教育課程を編成した航
　空工学部を既設の工学部から分離させ、社会が求める専門職育成ニーズに的確に応える実践的能力の高い学生を
　育てることを目的としている。
　　なお、教育課程は、実習教育の重視、企業連携による実務実習、英語教育の強化を柱とした編成とし、航空工
　学部の設置以降、以下の取り組みを継続している。
１　学修環境等の改善
（１）全　般
　　　共通総合教育の力学系科目と専門の力学系科目間のギャップを埋め、かつ教育のスムーズな移行を目的とし、
　　工業基礎科目に「工業力学基礎」及び「工業力学」を追加した。また、専門科目を多く修得させる事を目的と
　　して、専門基礎科目の内、航空工学に関係ない教職課程科目９科目を廃止した。
（２）航空操縦学専攻
　　　講義等において、系統立てた名称を用いることにより、学生が学習内容をイメージしやすくなるよう科目名
　　称を統合・変更した。また、国交省航空局試験官から学生への指摘事項等を鑑みて内容の充実を行うとともに、
　　採用先の航空会社からの知識面及び技術面の要望等をカリキュラムに反映させるため、科目名称・枠組みを変
　　更、追加した。
　　　更に、実航空機による実技教育環境を鹿児島空港から佐賀空港に変更したことにより、フライトの実習計画
　　をより柔軟に立てやすくなり、座学、シミュレート、実技の流れで学修効果も高まるものと思料する。
（３）航空整備工学専攻
　　　航空会社の整備管理全般（品質保証、技術管理、生産管理、監査等）に関する基本的な知識を理解させた上
　　で、チーム・ワークやロール・プレイを通じて整備現業への指示の方法、信頼関係の構築の仕方、また航空機
　　メーカーや部品メーカーとの折衝のシュミレーションや実践等、マネジメント全般について就職活動を視野に
　　入れた受講者参画型の学修環境に転じており、その結果、令和２年度は二等航空運航整備士実地試験合格者１
　　名を輩出することができた。
 (3)　航空工学専攻
　　　産業地域研究の科目を新たに追加し、鹿児島県内の航空機産業で実務実習を行える体制の構築や、長崎航空
　　機産業クラスター協議会事務局（長崎県企業振興課）の協力等を得て、「長崎県航空機産業セミナー」を開催
　　するなど、企業や地方自治体との連携と協力を確認した。

２　志願者・入学生確保
　　航空工学科の更なる魅力アップ、授業内容及び卒業研究内容の見直し、YouTube、SNSを活用した広報活動、更に
　航空整備及び航空工学専攻で協力し、ものづくりに力点を置いた教育を実施する。また、来年度より航空整備工学
　専攻と航空工学専攻において、１年次の授業を共通化し、航空分野の幅広い知識を学んだ上で２年次より各専攻を
　選択できるシステムを取り入れるべく調整中である。入学時に航空という広い意味において興味を持ってもらい、
　学んでいく中で学生が選択できる環境づくりを目指し、航空工学科の受け皿を広げ、２年次からでも十分専門分野
　の資格取得が可能な体制を作ることで多くの学生を受入れ、将来の航空分野で活躍する人材の育成を実施し、志願
　者数の増加及び入学率の向上を目指す。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　・大学ホームページ上に公開予定（令和４年６月末を予定）

③　認証評価を受ける計画

　　・令和４年に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受けるべく、学内で準備中

　（専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院については、機関別認証評価と分野別認証評価それぞれの受審計画について記載してください。）

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和４年６月末日　公表

　ｂ　公表方法

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。
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　ｃ　公表方法　　　　　〔　・　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

○　設置計画履行状況報告書（令和４年度）

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　・　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

（５） 情報公表に関する事項
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